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年
頭
の
ご
あ
い
さ
つ 

平
成
31
年

　

あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご

ざ
い
ま
す
。　

　

市
民
の
皆
さ
ま
に
お
か
れ
ま

し
て
は
、
健
や
か
な
新
年
を
お

迎
え
の
こ
と
と
心
か
ら
お
慶
び

申
し
上
げ
ま
す
。　

　

ま
た
、
昨
年
中
は
市
政
に
お

き
ま
し
て
、
温
か
い
ご
支
援
と

ご
協
力
を
賜
り
ま
し
た
こ
と
に

厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。　

　

さ
て
、
新
年
を
迎
え
、
い
よ

い
よ
「
平
成
」
も
残
す
と
こ
ろ

あ
と
４
か
月
と
な
り
ま
し
た
。

　

皇
太
子
さ
ま
が
新
天
皇
に
即

位
さ
れ
る
５
月
、
平
成
か
ら
新

し
い
元
号
と
な
り
、
新
た
な
時

代
が
ス
タ
ー
ト
い
た
し
ま
す
。

　

長
年
親
し
ん
だ
平
成
の
時
代

を
少
し
振
り
返
り
ま
す
と
、
国

に
お
い
て
は
、
省
庁
の
再
編
を

昨
年
を
振
り
返
っ
て

　

昨
年
は
、
各
分
野
に
お
け
る

実
施
計
画
に
基
づ
き
、
Ｐ
Ｄ
Ｃ

Ａ
サ
イ
ク
ル
を
回
し
な
が
ら
、

各
種
事
業
を
展
開
し
て
ま
い
り

ま
し
た
。

　

健
康
分
野
で
は
、
対
象
地
区

を
拡
大
し
実
施
し
た
「
健
康
塾

（
ラ
ジ
オ
体
操
）」
が
好
評
で
、

参
加
者
は
平
成
30
年
度
末
で
延

べ
約
２
万
４
千
人
と
な
る
見
込

み
で
あ
り
、
昨
年
よ
り
約
１
万

人
増
え
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

子
育
て
分
野
で
は
、
妊
娠
や

出
産
、
そ
の
後
の
成
長
に
合
わ

せ
た
支
援
を
切
れ
目
な
く
行
う

た
め
「
子
育
て
世
代
包
括
支
援

セ
ン
タ
ー
」
を
新
設
し
ま
し
た
。

ま
た
、
認
定
こ
ど
も
園
や
放
課

後
児
童
ク
ラ
ブ
を
整
備
拡
大
し
、

「
あ
が
の
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

に
こ
に
こ
」
に
お
い
て
も
機
能

面
を
拡
充
い
た
し
ま
し
た
。

　

教
育
分
野
で
は
、
昨
年
の
猛

暑
を
受
け
、
小
中
学
校
の
エ
ア

コ
ン
設
置
が
急
務
と
な
っ
て
い

た
こ
と
か
ら
、
現
在
、
全
て
の

小
中
学
校
の
普
通
教
室
・
特
別

教
室
な
ど
に
お
い
て
、
設
置
工

事
を
進
め
て
お
り
ま
す
。

健
や
か
に
育
み
、
子
ど
も
た
ち

の
輝
け
る
将
来
の
実
現
を
し
っ

か
り
と
支
え
て
ま
い
り
ま
す
。

　

そ
こ
で
、
２
０
２
０
年
以
降

の
新
し
い
学
習
指
導
要
領
に
基

づ
く
学
び
に
対
応
す
る
た
め
、
子

ど
も
た
ち
の
英
語
力
の
向
上
や
、

Ｉ
Ｃ
Ｔ
環
境
の
充
実
な
ど
に
重

点
的
に
取
り
組
む
と
と
も
に
、
市

内
外
の
子
育
て
世
代
か
ら
「
子
育

て
し
や
す
い
ま
ち
」
と
し
て
選
ば

れ
る
よ
う
、
そ
の
取
り
組
み
を
進

め
て
ま
い
り
ま
す
。

　『
増
や
そ
う 

市
民
の
笑
顔
！
』

　　

地
域
の
皆
さ
ま
が
笑
顔
で
互

い
に
声
を
掛
け
合
い
、「
元
気
な

ま
ち
」、「
犯
罪
の
な
い
ま
ち
」

と
な
る
よ
う
、
関
係
機
関
と
連

携
し
な
が
ら
、「
あ
い
さ
つ
運
動
」

に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　

ま
た
、
市
民
の
安
全
を
確
保

す
る
た
め
、
通
学
路
や
公
共
施

設
の
周
辺
、
市
道
に
あ
る
防
犯

灯
の
整
備
を
計
画
的
に
進
め
、

老
朽
化
し
た
灯
具
を
Ｌ
Ｅ
Ｄ
に

交
換
す
る
ほ
か
、
消
雪
パ
イ
プ

の
整
備
を
進
め
る
な
ど
道
路
環

境
の
充
実
を
図
る
こ
と
と
し
て

お
り
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
重
点
事
業
を
含

め
た
各
種
事
業
は
、
た
だ
今
、

来
年
度
予
算
編
成
の
中
で
調
整

し
て
い
る
最
中
で
あ
り
ま
す
の

で
、
詳
し
い
内
容
に
つ
い
て
は
、

予
算
が
成
立
し
た
後
に
お
知
ら

せ
い
た
し
ま
す
。

　

い
ず
れ
に
い
た
し
ま
し
て
も
、

各
種
施
策
の
実
施
に
あ
た
っ
て

は
、
引
き
続
き
財
政
の
健
全
化

と
成
長
分
野
へ
の
投
資
を
両
立

さ
せ
、
ア
ク
セ
ル
と
ブ
レ
ー
キ

を
使
い
分
け
な
が
ら
、
行
政
運

営
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

本
年
も
、
活
力
に
あ
ふ
れ
、

市
民
の
皆
さ
ま
の
笑
顔
が
輝
き
、

希
望
に
満
ち
た
一
年
に
な
り
ま

す
よ
う
心
か
ら
お
祈
り
申
し
上

げ
、
新
年
の
ご
あ
い
さ
つ
と
い

た
し
ま
す
。

顔
！
』
を
合
言
葉
に
、
次
の
施

策
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

『
伸
ば
そ
う 

健
康
寿
命
！
』

　

健
康
づ
く
り
に
お
い
て
は
、

高
齢
者
が
い
つ
ま
で
も
健
康
で
、

生
き
生
き
と
し
た
生
活
が
で
き

る
よ
う
、
健
康
意
識
の
向
上
や

転
倒
・
骨
折
の
予
防
、
自
立
し

た
生
活
に
復
帰
す
る
た
め
の
取

り
組
み
を
通
じ
て
、
健
康
寿
命

の
延
伸
に
つ
な
げ
る
「
健
康
寿

命
延
伸
・
運
動
器
疾
患
医
学
講

座
」
や
「
新
潟
大
学
医
学
部
健

康
講
座
塾
」、「
健
康
塾
（
ラ
ジ

オ
体
操
）」
の
更
な
る
拡
大
を

図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

　

ま
た
、
地
域
の
皆
さ
ま
同
士

の
交
流
を
目
的
と
し
て
、
誰
で

も
、
お
茶
を
飲
み
な
が
ら
気
軽

に
利
用
で
き
る
居
場
所
づ
く
り

を
進
め
る
ほ
か
、
各
種
講
座
や

運
動
教
室
な
ど
を
実
施
し
て
ま

い
り
ま
す
。

『
上
げ
よ
う 

子
育
て
力
と
学
力
！
』

　

子
ど
も
た
ち
は
、
未
来
の
希

望
で
す
。
質
の
高
い
子
育
て
・

教
育
環
境
を
整
え
、
心
身
と
も

今
後
の
取
り
組
み

　

「
人
生
百
年
」
と
い
わ
れ
る
現

在
、
い
つ
ま
で
も
元
気
で
活
躍

で
き
、
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
社

会
の
あ
り
方
が
重
要
な
課
題
と

な
っ
て
お
り
ま
す
。

　

一
方
、
人
口
減
少
に
よ
る
人

手
不
足
の
中
で
、
Ａ
Ｉ
（
人
工

知
能
）
や
ロ
ボ
ッ
ト
、
Ｉ
ｏ
Ｔ

（
モ
ノ
の
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
）
が

生
産
性
を
高
め
る
主
役
と
し
て
、

そ
の
活
用
が
期
待
さ
れ
て
い
る

と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。
こ
れ
に

よ
り
、
大
き
な
社
会
変
革
が

進
む
こ
と
は
必
然
で
、
未
来
の

暮
ら
し
や
働
き
方
に
も
劇
的
な

変
化
が
も
た
ら
さ
れ
る
こ
と
で

し
ょ
う
。

　

こ
う
し
た
時
代
の
節
目
を
迎

え
、
阿
賀
野
市
を
展
望
す
る
と

き
、
今
い
る
位
置
を
改
め
て
見

つ
め
直
し
、
社
会
情
勢
の
変
化

を
常
に
注
視
し
な
が
ら
、
未
来

の
市
と
し
て
の
あ
り
方
を
し
っ

か
り
と
見
据
え
る
こ
と
が
大
切

で
あ
る
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　

そ
こ
で
、
本
年
は
特
に
、『
伸

ば
そ
う 

健
康
寿
命
！
』、『
上
げ

よ
う 

子
育
て
力
と
学
力
！
』、

そ
し
て
『
増
や
そ
う 

市
民
の
笑

元
気
で

元
気
で  

明
る
く

明
る
く  

活
力
の
あ
る

活
力
の
あ
る  

魅
力
的
な
ま
ち

魅
力
的
な
ま
ち

「
未
来
に
希
望
が
持
て
る
明
る
い
年

「
未
来
に
希
望
が
持
て
る
明
る
い
年
に
」
に
」

は
じ
め
、
地
方
分
権
改
革
、
平

成
の
大
合
併
な
ど
、
社
会
の
仕

組
み
や
制
度
は
大
き
く
変
わ
り

ま
し
た
。

　

ま
た
、
少
子
高
齢
化
に
よ
る

人
口
減
少
社
会
の
到
来
や
、
全

国
各
地
で
頻
繁
に
起
こ
る
大
規

模
災
害
な
ど
、
今
後
も
避
け
て

は
通
れ
な
い
課
題
と
向
き
合
っ

た
時
代
で
も
あ
り
ま
し
た
。

　

新
た
な
年
を
迎
え
、
5
月
か

ら
の
新
元
号
と
と
も
に
、
平
成

時
代
の
課
題
の
克
服
に
向
け
、

生
産
性
を
高
め
る
技
術
革
命
の

ス
ピ
ー
ド
に
後
れ
を
取
る
こ
と

な
く
、
着
実
に
取
り
組
み
を
進

め
る
こ
と
に
よ
り
、
未
来
に
希

望
が
持
て
る
明
る
い
年
に
な
る

こ
と
を
願
っ
て
お
り
ま
す
。

　阿賀野市長　阿賀野市長

田 中　清 善　田 中　清 善　

健康塾（ラジオ体操）健康塾（ラジオ体操）
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市長

消防団本部
団長　　 1（1）
副団長　 2（2）
女性部　11（10）

安田方面隊
）41（51　団分備常
）35（45　団分1第
）35（25　団分2第
）35（05　団分3第

京ヶ瀬方面隊
）93（63　団分1第
）84（64　団分2第
）24（14　団分3第

水原方面隊
）88（97　団分1第
）58（28　団分2第
）37（17　団分3第

笹神方面隊
）38（97　団分1第
）38（77　団分2第
）38（88　団分3第

消
防
団
と
仲
間
た
ち

消
防
団
は
、
火
災
や
地
震
、
水
害
な
ど
の
災
害
時
に
、
い
ち
早
く
現
場
へ
駆
け
つ
け
、
私

た
ち
の
安
全
・
安
心
を
守
っ
て
く
れ
る
頼
も
し
い
存
在
で
す
。
そ
し
て
、
各
団
員
の
活
躍

の
裏
に
は
、
地
域
の
人
や
家
族
、
事
業
所
な
ど
多
く
の
支
え
が
あ
り
ま
す
。

今
回
は
、
消
防
団
と
そ
の
活
動
を
支
え
る
大
切
な
仲
間
た
ち
に
つ
い
て
紹
介
し
ま
す
。

　

消
防
団
と
は
？

　

災
害
現
場
な
ど
で
消
防
活
動
を

行
う
人
員
は
、
消
防
職
員
と
消
防
団

員
が
い
ま
す
。
消
防
職
員
は
、
常
勤

の
地
方
公
務
員
で
、
消
防
本
部
に
勤

務
す
る
職
員
や
消
防
署
に
交
代
で

勤
務
す
る
職
員
を
い
い
ま
す
。
一

方
、
消
防
団
員
は
、
普
段
は
そ
れ
ぞ

れ
の
仕
事
に
就
き
な
が
ら
、
災
害
発

生
時
に
自
宅
や
職
場
か
ら
出
動
す

る
地
域
住
民
の
こ
と
を
い
い
、
非
常

勤
特
別
職
の
地
方
公
務
員
に
当
た

り
ま
す
。

　

こ
の
消
防
団
員
か
ら
な
る
消
防
団

が
、
災
害
時
の
被
害
拡
大
を
抑
え
る

重
要
な
役
割
を
果
た
し
て
い
ま
す
。

　

市
消
防
団
の
構
成

　

市
消
防
団
は
、
本
部
と
各
地
区
に

４
つ
の
方
面
隊
が
あ
り
ま
す
。
方

面
隊
は
、
13
分
団
（
安
田
4
、
京
ヶ

瀬
3
、
水
原
3
、
笹
神
3
）
で
構
成

さ
れ
、
合
わ
せ
て
75
の
部
が
分
団
を

構
成
し
て
い
ま
す
。
本
部
に
あ
る
女

性
部
を
含
め
、
７
８
４
人
（
定
員

８
１
０
人
）
の
消
防
団
員
が
在
籍
し

て
い
ま
す
。

【消防団器具置き場配置図】

【消防団組織図】

※数字は、平成30年12月1日現在の実員、（　）内は定員※数字は、平成30年12月1日現在の実員、（　）内は定員
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特 集

ポンプ操法競技会ポンプ操法競技会 水防工法演習水防工法演習

定員：810 人
実員：784 人
（充足率 96.8%）

　

消
防
団
の
活
動

　

消
防
団
の
活
動
は
、
火
災
発
生
時
の

消
火
活
動
や
残
火
警
戒
の
ほ
か
、
地
震

や
風
水
害
等
の
発
生
時
に
は
、
被
災
者

の
救
出
・
救
助
、
警
戒
巡
視
、
避
難
誘

導
、
行
方
不
明
者
の
捜
索
を
行
う
な
ど

多
岐
に
わ
た
り
ま
す
。
平
常
時
に
は
消

火
・
操
法
訓
練
や
住
民
へ
の
防
火
指
導
、

特
別
警
戒
、
広
報
活
動
な
ど
を
行
う

ほ
か
、
消
防
出
初
式
や
ポ
ン
プ
操
法
競

技
会
な
ど
の
各
種
行
事
に
参
加
し
ま

す
。
定
期
的
に
消
防
ポ
ン
プ
の
放
水
点

検
や
消
火
用
ホ
ー
ス
・
筒
先
の
手
入
れ
、

消
防
車
両
の
走
行
点
検
を
行
い
、
消
防

団
器
具
置
き
場
を
適
切
に
管
理
し
、
い

つ
で
も
迅
速
に
出
動
で
き
る
態
勢
を
整

え
て
お
く
の
も
大
切
な
仕
事
で
す
。

　

女
性
部
は
、
女
性
な
ら
で
は
の
き
め

細
や
か
さ
と
思
い
や
り
に
配
慮
し
た
活

動
を
心
掛
け
、
救
命
救
急
講
習
の
指
導

員
の
ほ
か
、
幼
稚
園
や
保
育
園
な
ど
を

訪
問
し
、
紙
芝
居
を
使
っ
た
防
火
思
想

の
普
及
啓
発
な
ど
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

消
防
団
員
の
待
遇

　

活
動
中
に
ケ
ガ
な
ど
を
し
た
場
合

は
、
公
務
災
害
補
償
が
受
け
ら
れ
ま

す
。
ま
た
、基
本
と
な
る
年
額
報
酬
、

災
害
発
生
時
や
訓
練
実
施
時
の
出
動

手
当
が
支
給
さ
れ
る
ほ
か
、
５
年
以

上
在
籍
し
て
退
団
し
た
場
合
に
は
、

在
職
年
数
と
階
級
に
応
じ
て
、
退
職

報
償
金
が
支
給
さ
れ
ま
す
。

■  

報
酬
・
費
用
弁
償
…
年
額
報
酬（
団

長
＝
11
万
９
５
０
０
円
〜
団
員
＝

1
万
4
千
円
）、
出
動
等
の
費
用
弁

償
1
回
3
千
円
※
4
時
間
以
上
の
訓

練
は
1
回
5
４
０
０
円

■
共
済
制
度
…
入
院
7
日
目
か
ら
適

用
等

345

　消防団の二枚看板の 1つが水防工法です。堤防表のり面を水防マットで被覆し、透水・崩れを防
ぎます。　もう一方の看板がポンプ操法です。連携して吸水管をポンプに接続しています。　応急
手当指導員資格を持つ女性団員が指導を行います。　新春を迎え、1年の無火災を祈り、一斉放水な
どを行います。　幼稚園・保育園等を訪問し、手作りの紙芝居を使って「火の用心の約束」を伝えます。

1

5
4

32

勤続
年数

【活動実績（平成29年度）】

区分 延べ人数

火災出動 139人

捜索出動 56人

火災警戒 31人

特別警戒 20人

訓練受講等 1,684 人

幹部会議 561人

【主な消防団活動】

4月 新入団員訓練

5月 ポンプ操法・通常点検訓練
水防工法演習

6月 ポンプ操法競技会

9月 地域防災訓練

1月 消防出初式
防火教室（女性部の紙芝居）

毎月 器具置き場点検

5 年以上
10 年未満

10 年以上
15 年未満

15 年以上
20 年未満

20 年以上
25 年未満

25 年以上
30 年未満 30 年以上

団長 23万 9千円 34万 4千円 45万 9千円 59万 4千円 77万 9千円 97万 9千円
副団長 22万 9千円 32万 9千円 42万 9千円 53万 4千円 70万 9千円 90万 9千円
分団長 21万 9千円 31万 8千円 41万 3千円 51万 3千円 65万 9千円 84万 9千円
副分団長 21万 4千円 30万 3千円 38万 8千円 47万 8千円 62万 4千円 80万 9千円
部長・班長 20万 4千円 28万 3千円 35万 8千円 43万 8千円 56万 4千円 73万 4千円
団員 20万 0千円 26万 4千円 33万 4千円 40万 9千円 51万 9千円 68万 9千円

防火教室（女性部の紙芝居）防火教室（女性部の紙芝居） 消防出初式消防出初式 地域防災訓練地域防災訓練

【消防団員退職報償金（平成 30年 4月 1日現在）】

階級
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■この記事に関する問い合わせは、消防本部 消防団事務局　☎ 62-2058

特集　消防団と仲間たち特集　消防団と仲間たち

　

県
で
は
、
消
防
団
を
地
域
全
体
で
応
援
す
る
た

め
「
に
い
が
た
消
防
団
員
サ
ポ
ー
ト
制
度
」
を
実

施
し
て
い
ま
す
。
こ
の
制
度
は
、
消
防
団
員
が
協

力
店
で
パ
ス
ポ
ー
ト
を
提
示
す
る
と
、
料
金
割
引

な
ど
の
サ
ー
ビ
ス
が
受
け
ら
れ
る
も
の
で
、
市
内

で
は
15
店
舗
が
登
録
し
て
い
ま
す
。

　
「
理
容
室
ま
る
や
ま
。」
の
丸
山
裕
樹
さ
ん
は
、

地
域
の
安
全
・
安
心
の
た
め
に
消
防
団
を
サ
ポ
ー

ト
す
る
と
い
う
制
度
の
趣
旨
に
賛
同
し
、
す
ぐ
に

登
録
。「
こ
の
サ
ー
ビ
ス
を
き
っ
か
け
に
『
消
防
団

を
や
っ
て
い
て
良
か
っ
た
』
と
い
う
気
持
ち
に
変

わ
る
お
手
伝
い
が
で
き
れ
ば
う
れ
し
い
。
特
に
子

育
て
世
代
は
、
支
え
る
家
族
も
大
変
で
す
。
う
ち

は
家
族
全
員
を
サ
ー
ビ
ス
の
対
象
に
し
て
い
る
の

で
、
家
族
が
一
緒
に
な
っ
て
喜
ん
で
も
ら
い
た
い
」

と
笑
顔
で
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

縁
の
下
の
力
持
ち
で
あ
る

消
防
団
を
支
え
る
存
在
に

理容室まるやま。理容室まるやま。
丸山 裕樹さん丸山 裕樹さん

自
分
た
ち
の
得
意
分
野
で

地
域
防
災
に
貢
献
し
た
い

有限会社 川端商会有限会社 川端商会
細山 徹也さん細山 徹也さん

　

災
害
時
に
重
機
や
ダ
ン
プ
な
ど
の
無
償
提
供
を

行
う
「
有
限
会
社
川
端
商
会
」
は
、
一
昨
年
9
月
に

空
撮
用
と
し
て
ド
ロ
ー
ン
を
購
入
。
オ
ペ
レ
ー
タ
ー

の
細
山
徹
也
さ
ん
は
、「
ド
ロ
ー
ン
は
、
鎮
火
後
の

被
害
状
況
等
の
確
認
や
行
方
不
明
者
の
捜
索
活
動

な
ど
で
力
を
発
揮
し
ま
す
。
平
成
28
年
の
糸
魚
川
大

火
の
際
に
も
活
用
さ
れ
ま
し
た
」
と
話
し
ま
す
。

　

市
で
は
、
従
業
員
の
消
防
団
活
動
へ
の
配
慮
や
、

災
害
時
な
ど
に
資
機
材
等
の
提
供
を
行
う
な
ど
、

一
定
の
条
件
を
満
た
す
事
業
所
を
「
消
防
団
協
力

事
業
所
」
と
し
て
認
定
し
て
お
り
、
同
社
を
含
む

39
事
業
所
か
ら
協
力
を
得
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
細
山
さ
ん
は
、「
市
内
の
事
業
所
と
し
て
、

人
命
や
財
産
を
守
る
消
防
団
の
重
要
性
を
強
く
感

じ
て
い
ま
す
。
自
分
た
ち
の
得
意
分
野
を
生
か
し
、

少
し
で
も
地
域
防
災
に
貢
献
で
き
る
よ
う
、
応
援

し
て
い
き
た
い
」
と
力
強
く
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

「守られる」から「守る」
という立場へ

まずは若い世代から
消防団を知ってほしい

　昨年5月、60代が6人所属する「水原第1分
団第5部」に待望の若手団員が4人加わりました。
　遠山暁さんは新入団員について「最初は前から
いる団員で大会に出るつもりでしたが、練習して
いるうちに『自分たちもやりたい』ということになり、
出場してもらうことにしました。覚えが早いし、若
者は熱いです」と、うれしそうに話します。
　「消防団に興味がある人はいるけど、きっかけが
ないだけ。周りの人から『こういう人がいる』といっ
た情報がもらえれば、
勧誘に行くことができ
ます。『消防団は常に
出動しなければいけ
ない』と思っている人
もいるかもしれません
が、できる範囲で活動
するという感じなので、
そんなに気負わなくて
もいいと思います」。

地
域
に
愛
さ
れ
る
消
防
団
を
目
指
し
て

　

平
成
16
年
、
旧
4
町
村
の
合
併
に

よ
り
、「
阿
賀
野
市
消
防
団
」
と
し

て
新
体
制
と
な
り
、
今
年
で
15
年
目

を
迎
え
ま
し
た
。

　

消
防
団
の
構
成
は
、
旧
4
町
村
の

名
称
を
残
し
な
が
ら
、
方
面
隊
の
形

式
を
取
っ
て
お
り
、
平
成
17
年
に
は

女
性
部
「
阿
賀
さ
く
ら
」
が
誕
生
。

よ
り
地
域
に
密
着
し
た
活
動
が
で
き

る
体
制
に
強
化
さ
れ
ま
し
た
。

　

現
在
の
団
員
数
は
７
８
４
人
、
定

員
充
足
率
は
約
97
パ
ー
セ
ン
ト
と

な
っ
て
い
ま
す
。
全
国
的
に
消
防
団

離
れ
が
課
題
と
な
っ
て
い
る
中
、
各

分
団
に
よ
る
地
道
な
努
力
の
お
か

げ
で
、
団
員
数
は
こ
の
１
年
で
15
人

近
く
増
え
、
過
去
10
年
間
で
最
多
と

な
り
ま
し
た
。
引
き
続
き
、
充
足
率

１
０
０
パ
ー
セ
ン
ト
を
目
指
し
、
積

極
的
な
勧
誘
活
動
を
行
っ
て
い
き
ま

す
。

　

平
常
時
の
消
防
団
活
動
は
、
概
ね

年
間
事
業
と
し
て
決
め
ら
れ
て
い
ま

す
。
春
は
、
水
害
を
想
定
し
た
「
水

防
工
法
訓
練
」
と
火
災
消
火
活
動
の

基
本
動
作
に
な
る
「
ポ
ン
プ
操
法
競

技
会
」
を
行
い
、
秋
に
は
、
市
の
総

合
防
災
訓
練
に
参
加
し
て
消
防
技
術

の
向
上
を
図
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
ほ

か
、
定
期
的
に
防
火
啓
発
活
動
等
も

行
っ
て
い
ま
す
。

　

各
団
員
は
、「
市
民
の
生
命
と
財

産
を
守
る
」
と
い
う
使
命
感
を
持
っ

て
活
動
し
て
お
り
、
地
域
の
皆
さ
ん

や
事
業
所
、
そ
し
て
何
よ
り
家
族
の

支
え
が
あ
っ
て
こ
そ
、
活
動
が
で
き

て
い
る
の
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

今
後
も
皆
さ
ん
に
愛
さ
れ
る
消
防

団
を
目
指
し
て
活
動
を
続
け
て
い
き

ま
す
の
で
、
よ
り
一
層
の
ご
支
援
と

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

阿賀野市消防団阿賀野市消防団

団長　団長　佐藤 昭佐藤 昭さんさん

水原第 1分団第 5部水原第 1分団第 5部
部長　遠山 暁さん部長　遠山 暁さん

安田常備分団安田常備分団
団員　見尾田 誠さん団員　見尾田 誠さん

地
域
の
た
め
に
活
動
す
る

か
っ
こ
い
い
パ
パ
を
応
援

　

3
人
の
子
の
父
親
で
あ
る
遠
山
拓
也
さ
ん
は
、
30
歳

の
若
手
団
員
で
す
。
平
成
30
年
度
市
ポ
ン
プ
操
法
競

技
会
で
優
勝
し
、
三
市
北
蒲
原
地
区
大
会
に
市
の
代

表
と
し
て
出
場
。
上
位
入
賞
を
目
指
し
、
大
会
前
の
平

日
は
、仕
事
後
に
毎
日
遅
く
ま
で
練
習
を
続
け
ま
し
た
。

　
「
当
時
は
お
な
か
の
中
に
3
人
目
が
い
た
の
で
、
多

少
の
不
安
や
不
満
は
あ
り
ま
し
た
が
、
み
ん
な
の
役

に
立
て
る
な
ら
と
『
頑
張
っ
て
、
い
っ
て
ら
っ
し
ゃ
い
』

と
送
り
出
し
ま
し
た
」
と
話
す
妻
の
未
来
さ
ん
。

　

ま
た
、「
最
初
は
こ
の
地
域
の
こ
と
を
よ
く
知
り
ま

せ
ん
で
し
た
が
、
夫
が
消
防
団
に
入
っ
て
か
ら
、
つ
な

が
り
が
で
き
ま
し
た
。
子
ど
も
や
奥
さ
ん
も
含
め
て
み

ん
な
仲
が
良
く
、
と
て
も
良
く
し
て
も
ら
っ
て
い
ま
す
」

と
、
消
防
団
員
の
家
族
に
対
す
る
感
謝
の
言
葉
が
あ
り

ま
し
た
。

遠山拓也さん（安田第3分団第3部）、遠山拓也さん（安田第3分団第3部）、
未来さん（妻）、希明君（4歳）、瑠未来さん（妻）、希明君（4歳）、瑠
明君（2歳）、莉明ちゃん（1か月）明君（2歳）、莉明ちゃん（1か月）

協力
事業所

協力
店舗

家 族

団 員団 員

団 長

　高校卒業後に上京
し、34歳で実家の自
転車・バイク店を継
ぐために地元へ戻っ
た見尾田誠さんは、
すぐに入団の誘いを
受けました。「最初は
『面倒そうだな』と
思ったけど、地元を
知るため、ここで交
流を深めるのもいい

と思い、飛び込んだ」と当時を振り返ります。
　入団して5年がたった今、「団の仲間はみんな
いい人。消防団に入って良かった」ときっぱり。
　「もし自分の家が火事になったら」という質問に、
「自分で消す」と答える人は消防意識があり、「消
防車を呼ぶ」と答える人は半人前だと見ているそ
う。自身も「人任せにせず、『自分が守る』と気持
ちを持つ団員でありたい」と話してくれました。
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■屋外でむき出しになっている（保温材が損傷している）
　風当たりの強い建物の北側は、特に注意が必要です。保
温材が損傷していたり、壁と保温材に隙間があったりする
場合は、そこから凍結する危険度が高くなります。

■給湯器本体と給湯器回りの給水管・給湯管
　一般的な給湯器には凍結防止機能が組み込まれています。
ただし、電源プラグを抜くと作動しないため、注意してくだ
さい。詳しくは、機器の取扱説明書で確認してください。

■水道管や屋外水栓を保温しよう
　むき出しになっている水道管は、発泡スチロール製の保温材を取り付けると効
果的です。ただし、保温材が損傷していたり、外れていたりすると、凍結しやす
くなります。定期的に点検や取り替えをしてください。
　凍結防止ヒーターの取り付けは、より効果的です。それ以外にも水道管や給湯
器等の水を抜いておくことで凍結防止になります。

■水を出しておこう
　強い冷え込みが予想されるときは、前夜のうちに割り箸１本くらいの太さで蛇口
から水を出しておくと凍結防止に有効です。出した分の水には料金がかかります。
出し過ぎには注意してください。

 

水 

道
管
の
凍
結
対
策

　

水
道
管
は
、
気
温
が
マ
イ
ナ
ス
４
度
以
下
に
な
る
と
凍
結
し
や
す
く
な
り
ま
す
。

　

 

水
道
管
が
凍
結
す
る
と
、
水
が
出
な
く
な
る
だ
け
で
な
く
、
水
道
管
が
破
裂
す
る
恐
れ

も
あ
り
ま
す
。
凍
結
し
な
い
う
ち
に
、
早
め
に
対
策
を
行
い
ま
し
ょ
う
。

1 凍結しやすいところ

凍結してしまったら…

　蛇口や水道管が凍結してしまったら、自然
に解けるのを待ってください。水道を早く使
用したい場合は、蛇口を全開にし、タオル等
を当てて上から約 50℃の湯をかけ、ゆっくり

と解凍してください。
※ 熱湯は使わないでください。熱湯をかける
と、水道管が破裂する恐れがあります。

破裂してしまったら…

　止水栓の位置を普段から確認し、操作できる状態にして
おくことが重要です。
　空き家など普段人が住んでいない建物は、冬期間は止水
栓を閉めておくと、破裂による被害を防げます。

　メーターボックス内の止水栓を閉め、水を止
めます。応急処置として、破裂した部分に布か
テープをしっかりと巻き、「維持管理協力指定

工事業者」へ修理を依頼してください。
※維持管理協力指定工事業者は、上下　
　水道局ホームページで確認できます。

■この記事に関する問い合わせ　上下水道局　☎ 62-2159（営業時間外は大室上水場に転送されます）

■止水栓の位置を確認しよう！ 時計回りで
止まります。

2 凍結させないために

3 破裂の被害を防ぐために

表彰

　

阿
賀
野
市
産
業
振
興
フ
ェ
ア
実
行

委
員
会
（
小
林
武
徳
実
行
委
員
長
）

主
催
の
「
あ
が
の
わ
く
わ
く
ド
リ
ー

ム
コ
ン
テ
ス
ト
２
０
１
８
表
彰
式
」

が
12
月
15
日
、
水
原
保
健
セ
ン
タ
ー

で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
コ
ン
テ
ス
ト
は
、
市
に
あ
っ

た
ら
素
敵
な
も
の
・
サ
ー
ビ
ス
な
ど

夢
の
あ
る
ア
イ
デ
ア
を
募
集
し
た
も

の
で
、
今
回
で
4
回
目
。
３
８
１
点

の
応
募
作
品
の
中
か
ら
創
造
性
や
独

創
性
、
想
像
力
、
現
実
性
、
将
来
性

を
基
準
に
審
査
を
行
い
、
各
賞
を
決

定
し
ま
し
た
。

　

受
賞
者
は
次
の
と
お
り
で
す
。

◇
阿
賀
野
ド
リ
ー
ム
金
賞

　

小
嶋　

美
海 

さ
ん（
安
田
小
3
年
）

　

鈴
木　

誓
汰 

さ
ん（
安
田
小
6
年
）

　

溝
口　
　

登 

さ
ん（
水
原
小
6
年
）

　

鈴
木
こ
こ
ろ 

さ
ん（
安
田
中
1
年
）

◇
阿
賀
野
ド
リ
ー
ム
銀
賞

　

永
島　

千
遥 

さ
ん（
水
原
小
1
年
）

　

田
中　
　

凛 

さ
ん（
神
山
小
2
年
）

　

加
藤　

愛
乃 

さ
ん（
水
原
小
6
年
）

　

田
中　

日
紅 

さ
ん（
神
山
小
6
年
）

　

小
池　

結
菜 

さ
ん（
水
原
小
4
年
）

　

阿
部　

善
晃 

さ
ん（
水
原
小
6
年
）

　

片
桐　

幸
成 

さ
ん（
神
山
小
4
年
）

　

肥
田　

圭
音 

さ
ん（
水
原
小
6
年
）

　

五
十
嵐
万
依 

さ
ん（
水
原
小
4
年
）

　

金
﨑　

大
翔 

さ
ん（
水
原
小
4
年
）

　

渡
辺　

聖
渚 

さ
ん（
笹
岡
小
4
年
）

　

市
川　

開
誠 

さ
ん（
安
田
中
1
年
）

　

望
月　

美
香 

さ
ん
（
一
般
）

　

宮
田　

レ
イ 

さ
ん
（
一
般
）

◇
阿
賀
野
ド
リ
ー
ム
銅
賞

　

上
松　

駿
太 

さ
ん（
水
原
小
6
年
）

　

音
田　

智
暁 

さ
ん（
神
山
小
5
年
）

　

阿
部　

善
斗 

さ
ん（
水
原
小
6
年
）

あ
が
の
わ
く
わ
く
ド
リ
ー
ム
コ
ン
テ
ス
ト
２
０
１
８
表
彰

●
33
人
の
作
品
が
受
賞

◆長年にわたる功績・功労者に贈られました

　渡辺さんは、昭和 63年 10 月から平成 12年
10 月まで笹神村議会議員として通算 3期（12
年）務められました。
　この間、笹神村議会総務文教厚生常任委員会
委員長および副委員長、阿賀北広域組合議会議
員、水原郷病院組合議会議員を歴任し、村政の
伸展に尽力されました。故・渡辺　一良さん（蒔田）

（9月 17 日死去）

旭日単光章旭日単光章

死亡叙勲
（9月 17 日）

地方自治功労

　

佐
藤　

瑞
樹 

さ
ん（
安
田
小
5
年
）

　

柳
澤　

日
和 

さ
ん（
水
原
小
4
年
）

　

渡
邉　
　

蓮 

さ
ん（
神
山
小
4
年
）

　

一
ノ
瀬
七
映 

さ
ん（
安
田
小
5
年
）

　

加
藤　
　

心 

さ
ん（
水
原
小
4
年
）

　

阿
部
善
志
郎 

さ
ん（
水
原
小
5
年
）

　

佐
野　

柚
夏 

さ
ん（
安
田
中
1
年
）

　

吉
川　

優
来 

さ
ん（
安
田
中
1
年
）

　

星　

亜
美
璃 

さ
ん（
安
田
中
1
年
）

　

小
林　
　

薫 

さ
ん
（
一
般
）

　

五
十
嵐
芳
美 

さ
ん
（
一
般
）

◇
審
査
員
特
別
賞

　

渡
邉　

芙
羽 

さ
ん（
水
原
小
1
年
）

小林実行委員長から阿賀野ドリーム金賞の表彰を受ける小嶋さん小林実行委員長から阿賀野ドリーム金賞の表彰を受ける小嶋さん
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寄付

Ｌ
Ｅ
Ｄ
街
路
灯
を
寄
贈

　

●
東
北
電
力
㈱

新
発
田
電
力
セ
ン
タ
ー

　

11
月
21
日
、
東
北
電
力
株
式
会

社
新
発
田
電
力
セ
ン
タ
ー
の
菊
池

健
所
長
が
市
役
所
を
訪
れ
、
地
域

の
た
め
に
役
立
て
て
ほ
し
い
と
Ｌ

Ｅ
Ｄ
街
路
灯
を
寄
付
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
れ
は
、
同
セ
ン
タ
ー
の
社
会

貢
献
事
業
の
一
環
と
し
て
行
わ
れ

た
も
の
で
、
寄
贈
さ
れ
た
街
路
灯

は
、
今
後
市
が
通
学
路
な
ど
の
環

境
整
備
を
行
う
際
に
設
置
し
、
安

全
で
安
心
な
ま
ち
づ
く
り
を
推
進

す
る
た
め
に
有
効
活
用
し
ま
す
。

　11月 15日、新発田市生涯学習センターで新発
田税務署・新発田地区納税貯蓄組合連合会共催の
平成 30年度表彰式が行われました。
　税務関係団体等の活動を通じ、申告納税制度の普及
発展に努め、納税道義の向上への功績があったとして、
武田真さん（下条町・公益社団法人新発田法人会理事）
が新発田税務署長から表彰されました。

新
発
田
税
務
署
長
表
彰

●
武
田
真
さ
ん

　10月 29 日、ホテルラフレさいたま（さいたま
市）で関東信越国税局の平成 30 年度納税表彰式
が行われました。
　税務関係団体等の活動を通じ、青色申告制度の普及
発展に努め、納税道義の向上への功績があったとして、
荒木重雄さん（外城町・新発田税務署管内青色申告会連
合会副会長）が関東信越国税局長から表彰されました。

関
東
信
越
国
税
局
長
表
彰

●
荒
木
重
雄
さ
ん

表彰

子
ど
も
た
ち
の
た
め
に

●
阿
賀
野
フ
レ
ン
ズ

　

11
月
28
日
、
阿
賀
野
フ
レ
ン
ズ

の
宇
尾
野
功
三
郎
代
表
（
山
口
町

2
）
と
宮
崎
敏
宏
さ
ん
（
下
一

分
）
が
市
役
所
を
訪
問
。
11
月
25

日
に
水
原
総
合
体
育
館
で
開
催
さ

れ
た
「
第
8
回
阿
賀
野
音
楽
祭

チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
コ
ン
サ
ー
ト
『
大

地
の
宴
』」
で
、
来
場
者
や
参
加

者
か
ら
募
っ
た
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
金

10
万
２
２
２
０
円
を
子
ど
も
た
ち

の
育
成
に
役
立
て
て
ほ
し
い
と
寄

付
さ
れ
ま
し
た
。

子
ど
も
た
ち
の
健
全
育
成
に

●
㈱
エ
ス
ポ
ア
ー
ル

　

12
月
11
日
、
株
式
会
社
エ
ス
ポ

ア
ー
ル
（
福
島
県
田
村
市
）
の
杉

山
直
之
代
表
取
締
役
社
長
が
市
役

所
を
訪
れ
、
子
ど
も
た
ち
の
健
全

育
成
に
役
立
て
て
ほ
し
い
と
10
万

円
を
寄
付
さ
れ
ま
し
た
。

　

同
社
は
笹
岡
地
内
に
工
場
を
有

し
、
経
営
方
針
に
地
域
貢
献
を
掲

げ
、
そ
の
一
環
と
し
て
毎
年
、
市

に
寄
付
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

市
長
は「
子
ど
も
た
ち
の
た
め
に
、

大
切
に
使
わ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
」

と
お
礼
の
言
葉
を
述
べ
ま
し
た
。

左から、小菅章義総務部長、大竹泰彦新発田税務署長、
渡辺安治京ヶ瀬中学校長、権瓶さん、星さん、加藤さん、
川鍋正樹新発田地区納税貯蓄組合連合会長
※長谷川さんは欠席

　

11
月
15
日
、
新
発
田
市
生
涯
学
習
セ

ン
タ
ー
で
中
学
生
を
対
象
に
募
集
し
た

「
税
に
つ
い
て
の
作
文
」
の
表
彰
式
が

行
わ
れ
ま
し
た
。

　

新
発
田
税
務
署
管
内
で
９
５
８
作
品
、

市
内
か
ら
は
２
７
１
作
品
の
応
募
が
あ

り
ま
し
た
。
こ
の
中
か
ら
選
ば
れ
た
優

秀
作
35
作
品
の
う
ち
、
市
内
か
ら
は
4

作
品
が
選
ば
れ
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

※ 

市
内
受
賞
者
の
作
品
は
、
市
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
て
い
ま
す
。

◇ 

新
発
田
税
務
署
長
賞

　

長
谷
川　

律 

さ
ん
（
水
原
中
3
年
）

◇ 

阿
賀
野
市
租
税
教
育
推
進
協
議
会
長
賞

　

権
瓶　

未
来 

さ
ん
（
安
田
中
3
年
）

　

星　

ま
り
花 

さ
ん（
京
ヶ
瀬
中
3
年
）

　

加
藤　

育
海 

さ
ん（
京
ヶ
瀬
中
3
年
）

◇ 

新
発
田
税
務
署
長
感
謝
状　
（
租
税

教
育
推
進
校
）

　

京
ヶ
瀬
中
学
校

税
に
つ
い
て
の
作
文
表
彰

●
4
人
の
作
文
が
入
賞
・
1
校
に
感
謝
状

環
境
省
「
グ
ッ
ド
ラ
イ
フ

ア
ワ
ー
ド
」
優
秀
賞
受
賞

●
八は

ち

米べ

い

代
表 

高
橋
敦
志
さ
ん

　

11
月
17
日
、
青
山
Ｔ
Ｅ
Ｐ
Ｉ
Ａ
ホ
ー

ル
（
東
京
都
港
区
）
で
「
第
6
回
グ
ッ

ド
ラ
イ
フ
ア
ワ
ー
ド
」
の
受
賞
式
が
行

わ
れ
ま
し
た
。

　

こ
れ
は
、
環
境
省
が
「
環
境
と
社
会

に
よ
い
暮
ら
し
」
を
実
施
し
て
い
る
優

れ
た
活
動
や
取
り
組
み
を
表
彰
す
る
も

の
で
、
全
国
１
６
９
件
の
中
か
ら
八
米

（
中
島
町
、
代
表
高
橋
敦
志
さ
ん
）
の
取

り
組
み
が
優
秀
賞
に
選
ば
れ
ま
し
た
。

　

耕
作
放
棄
地
を
農
地
に
再
生
さ
せ
る
こ

と
を
目
指
し
、
景
観
美
化
を
兼
ね
た
蜜
源

植
物
の
栽
培
を
福
祉
事
業
所
と
連
携
し
て

行
っ
て
い
る
点
が
評
価
さ
れ
ま
し
た
。

「
林
業
経
営
推
奨
行
事
」

農
林
水
産
大
臣
賞
を
受
賞

●
星
野
智
生
さ
ん

　

11
月
8
日
に
三
会
堂
ビ
ル
（
東
京
都
港

区
）
で
全
国
林
業
経
営
推
奨
行
事
賞
状
伝

達
贈
呈
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
賞
は
、
森
林
が
持
つ
多
面
的
機
能

の
発
揮
と
林
業
の
発
展
に
寄
与
し
て
い
る

管
理
経
営
体
を
表
彰
す
る
も
の
で
、
星
野

智
生
さ
ん
（
籠
田
）
が
農
林
水
産
大
臣
賞

を
受
賞
し
ま
し
た
。

　

星
野
さ
ん
は
県
内
屈
指
の
山
林
所
有
家

で
、
管
理
さ
れ
た
広
大
な
間
伐
林
が
地
域

林
業
の
模
範
と
な
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
新

潟
県
環
境
審
議
委
員
と
し
て
県
林
政
に
も

貢
献
し
て
お
り
、
林
業
経
営
の
面
と
併
せ

て
評
価
さ
れ
ま
し
た
。

左から、菊池所長、田中市長左から、菊池所長、田中市長

左から、田中市長、宇尾野代表、宮崎さん左から、田中市長、宇尾野代表、宮崎さん

左から、田中市長、杉山代表取締役社長左から、田中市長、杉山代表取締役社長

1列目左から 3番目が高橋さん1列目左から 3番目が高橋さん
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催　
　

し

手
続
き
・
制
度

募　
　

集

子
育
て
・
教
育

健
康
・
福
祉

ス
ポ
ー
ツ

く
ら
し
・
相
談

催　
　

し

全
て
無
料
で
参
加
で
き
ま
す

塾
の
コ
ン
ビ
ニ

◎
親
子
あ
そ
び
塾

① 
に
こ
に
こ
木
育
広
場

日
1
月
13
日
（
日
）
午
前
10
時

〜
正
午　

場
あ
が
の
子
育
て
支

援
セ
ン
タ
ー
に
こ
に
こ「
プ
レ
ー

ル
ー
ム
」　

講
岡
田
真
弓
氏
（
お

も
ち
ゃ
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
マ
ス

タ
ー
）

② 

み
ん
な
で
運
動
し
よ
う
！　

に
こ
に
こ
元
気
っ
子
く
ら
ぶ

日
1
月
19
日
（
土
）
午
前
10
時

〜
11
時　

場
あ
が
の
子
育
て
支

援
セ
ン
タ
ー
に
こ
に
こ「
プ
レ
ー

ル
ー
ム
」　

講
土
岐
一
希
氏
（
Ｎ

Ｐ
Ｏ
法
人
阿
賀
野
市
総
合
型
ク

ラ
ブ
指
導
員
）

③ 

に
こ
に
こ
テ
ィ
ー
タ
イ
ム
（
ア
ラ

フ
ォ
ー
マ
マ
の
お
し
ゃ
べ
り
会
）

日
1
月
18
日
（
金
）
午
前
10
時

30
分
〜
11
時
30
分　

場
あ
が
の

子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
に
こ
に

こ
「
に
こ
に
こ
ル
ー
ム
」

④ 

お
や
こ
で
楽
し
む
・
手
形
ア
ー

ト
教
室

日
1
月
23
日
（
水
）
午
前
10
時

〜
11
時
25
分　

場
あ
が
の
子
育

て
支
援
セ
ン
タ
ー
に
こ
に
こ「
手

作
り
ゲ
ー
ム
コ
ー
ナ
ー
」　

講

五
十
嵐
貴
子
氏
（
子
育
ち
応
援

ふ
わ
っ
ち
）　

定
12
組
（
各
4
組

×
3
回
）

⑤ 

親
子
で
楽
し
も
う
！　

初
め
て

の
ア
ナ
ロ
グ
ゲ
ー
ム

日
1
月
20
日
（
日
）
午
前
11
時

〜
正
午　

場
あ
が
の
子
育
て
支

援
セ
ン
タ
ー
に
こ
に
こ「
フ
リ
ー

ル
ー
ム
」　

講
岡
田
真
弓
氏
（
お

も
ち
ゃ
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
マ
ス

タ
ー
）　

定
10
組

⑥ 

元
気
な
足
が
元
気
な
体
を
育

て
る
・
お
や
こ
足
育
教
室

日
1
月
11
日
（
金
）
午
前
10
時

〜
11
時
20
分　

場
あ
が
の
子
育

て
支
援
セ
ン
タ
ー
に
こ
に
こ「
プ

レ
ー
ル
ー
ム
」　

内
足
育
の
お
は

な
し
（
申
し
込
み
不
要
）、
足
の

測
定
（
先
着
5
人
）　

講
佐
々
木

あ
ゆ
み
氏

⑦ 

お
し
ゃ
べ
り
Ｃ
ａ
ｆ
ｅ　
　

（
パ
パ
手
帳
の
作
成
）

　
「
こ
ん
な
パ
パ
手
帳
が
あ
っ
た

ら
い
い
な
…
」
な
ど
お
茶
を
飲

み
な
が
ら
一
緒
に
お
し
ゃ
べ
り

を
し
ま
し
ょ
う
。

日
1
月
20
日
（
日
）
午
前
10
時

〜
11
時
30
分　

場
あ
が
の
子
育

て
支
援
セ
ン
タ
ー
に
こ
に
こ「
に

こ
に
こ
ル
ー
ム
」

◎ 

共
通
事
項

申
・
問
あ
が
の
子
育
て
支
援

セ
ン
タ
ー
に
こ
に
こ　

☎
62
‐

５
５
８
１（
申
し
込
み
は
④
・
⑤
・

⑥
の
み
）

◎
親
子
え
い
ご
塾

（
Ｇ
ｏ
！ 

Ｇ
ｏ
！ 

え
い
ご
）

日
1
月
9
日
（
水
）、27
日
（
日
）

午
前
10
時
〜
11
時　

場
あ
が
の

子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
に
こ
に

こ
「
プ
レ
ー
ル
ー
ム
」　

講
ダ
フ

ニ
ー
・
ロ
ッ
ク
氏
（
ス
タ
ー
イ

ン
グ
リ
ッ
シ
ュ
新
潟
）　

問
あ
が

の
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
に
こ

に
こ　

☎
62
‐
５
５
８
１

◎
新
潟
大
学
医
学
部

　

健
康
講
座
塾

　

新
潟
大
学
医
学
部
の
さ
ま
ざ

ま
な
分
野
か
ら
講
師
を
招
き
、

市
民
の
健
康
増
進
や
病
気
の
悪

化
防
止
の
た
め
に
開
催
し
ま
す
。

　

今
回
は
泌
尿
器
科
に
関
す
る

講
座
で
す
。

日
１
月
24
日
（
木
）
午
後
2
時

〜
3
時
30
分　

場
あ
が
の
市
民

病
院
2
階 

「
講
堂
」　

内
①
「
排

尿
に
か
か
わ
る
病
気
と
治
療
」

②
実
践
講
座　

講
①
冨
田
善
彦

氏
（
新
潟
大
学
医
学
部
教
授
）

②
あ
が
の
市
民
病
院
ス
タ
ッ
フ

定
80
人
程
度 

先
着　

他
講
師
へ

の
質
問
が
あ
れ
ば
、

申
し
込
み
時
に
伝
え

て
く
だ
さ
い
。

申
・
問
地
域
医
療
推
進
課 

地
域

医
療
推
進
係
（
内
線
２
２
６
２
）

安 田 支 所  ☎ 68‐3000
安田公民館・体育館  ☎ 68‐3006

京ヶ瀬支所  ☎ 67‐2111
市立図書館  ☎ 67‐2500

阿賀野市役所  ☎ 62‐2510
水原総合体育館  ☎ 62‐0656
水原公民館  ☎ 62‐2028
あがの市民病院  ☎ 62‐2780
上下水道局  ☎ 62‐2159
消 防 本 部  ☎ 62‐2058

笹 神 支 所  ☎ 62‐4141
学校教育課  ☎ 62‐2790
生涯学習課  ☎ 62‐5322
農業委員会  ☎ 62‐2420
笹神体育館  ☎ 61‐2111
ふれあい会館  ☎ 63‐8019     

お知らせお知らせ
主　

要　

連　

絡　

先

■略字の見方

このマークが付いている記事はあがのポ
イント対象事業です。○ポイントが付与
されます。参加の際はカードを持参して
ください。

○

あがのポイント
対象事業

日＝日時・期間 場＝場所・会場 内＝内容
対＝対象　　　 定＝定員　　　　￥＝参加費等
講＝講師　  　　持＝持ち物　　 他＝その他　
申＝申し込み　  問＝問い合わせ
先着…先着順　  抽選…応募多数の場合抽選
※対どなたでも、定特になし、￥無料、申不要
　の場合は記載なし

50

あがのポイント
対象事業

冨田 善彦氏冨田 善彦氏

第
25
回

安
田
裸
参
り

　

25
年
前
に
当
時
の
若
者
た
ち

が
復
活
さ
せ
た
地
域
の
伝
統
行

事
「
安
田
裸
参
り
」
を
今
年
も

開
催
し
ま
す
。

　

新
成
人
や
厄
年
の
節
目
を
迎

え
る
人
は
も
ち
ろ
ん
、
女
性
や

子
ど
も
で
も
興
味
が
あ
る
人
は
、

ぜ
ひ
参
加
し
て
く
だ
さ
い
。
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
ス
タ
ッ
フ
も
募
集

し
て
い
ま
す
。

　

観
覧
す
る
皆
さ
ん
は
、
参
加

者
の
雄
姿
を
お
見
逃
し
な
く
。

遠
慮
な
く
気
合
水
を
か
け
て
く

だ
さ
い
。

日
1
月
14
日
（
月
・
祝
）
午
後

7
時
〜　

内
安
田
地
区
の
住
吉

神
社
（
保
田
１
６
０
０
）
〜
安

田
八
幡
神
社
（
保
田
５
０
３
）

を
走
り
ま
す
。
安
田
八
幡
神
宮

で
参
拝
後
、「
餅
ま
き
・
甘
酒

ふ
る
ま
い
」
な
ど
を
行
い
ま
す
。

場
午
後
6
時
ま
で
に「
亀
幸
」（
保

田
３
７
７
３
）
に
集
合
。
着
替

え
た
後
、
バ
ス
で
住
吉
神
社
へ

移
動　

￥
大
人
2
千
円
、
高
校

生
以
下
は
無
料
（
保
険
料
、
し

め
縄
、
打
ち
上
げ
の
費
用
を
含

む
。
子
ど
も
に
は
お
菓
子
を
用

意
）　

持
サ
ラ
シ
、
パ
ッ
チ
、
ゴ

ム
底
足
袋
、
さ
い
銭
、
着
替
え
、

タ
オ
ル
、〝
気
合
！
〞　

※
サ
ラ

シ
、
パ
ッ
チ
の
貸
し
出
し
を
希

望
す
る
人
は
、
問
い
合
わ
せ
て

く
だ
さ
い
。

申
・
問
安
田
裸
参
り
事
務
局

・・  

実
行
委
員
長 

熊
倉　

☎
０
９
０

‐
２
６
３
５
‐
０
４
７
３

・・  

事
務
局 

漆
山　

☎
０
９
０
‐

２
６
３
５
‐
０
４
７
３

男
性
の
料
理
教
室

日
1
月
25
日
（
金
）
午
前
9
時

30
分
〜
午
後
1
時　

場
京
ヶ
瀬

保
健
セ
ン
タ
ー　

内
調
理
実
習

（
災
害
時
に
も
使
え
る
パ
ッ
ク

ク
ッ
キ
ン
グ
に
挑
戦
！
）・
塩
分

チ
ェ
ッ
ク　

対
市
内
在
住
の
男

性　

定
20
人 

先
着　

￥
２
０
０

円　

持
筆
記
用
具
、
米
0
・
5

合
、
エ
プ
ロ
ン
、
三
角
巾　

※

家
庭
で
作
っ
た
み
そ
汁
（
汁
の

み
）
を
瓶
な
ど
に
入
れ
て
持
っ

て
き
て
く
だ
さ
い
。

申
・
問
健
康
推
進
課 

健
康
づ

く
り
係
（
内
線

２
６
２
３
）
申
込
期

限
＝
1
月
18
日（
金
）

ふ
れ
あ
い
広
場
や
す
だ

の
催
し

　

ふ
れ
あ
い
広
場
や
す
だ
は
、

1
月
か
ら
毎
週
月
曜
と
水
曜
の

週
2
回
開
所
し
、
い
ろ
い
ろ
な

催
し
を
行
い
ま
す
。

　

1
月
の
催
し
は
、
次
の
と
お

り
で
す
。
皆
さ
ん
の
参
加
を
お

待
ち
し
て
い
ま
す
。

場
ふ
れ
あ
い
広
場
や
す
だ
（
安

田
地
区
新
栄
町
）　

￥
２
０
０

円
（
茶
菓
子
代
）　

※
子
ど
も

は
無
料　

問
ふ
れ
あ
い
広
場
や

す
だ
（
月
曜
・
水
曜
）　

☎
62
‐

３
１
５
１
、
高
齢
福
祉
課
地
域

包
括
セ
ン
タ
ー
阿
賀
野
（
内
線

２
１
３
５
）

水
原
公
民
館
1
階
交
流
ホ
ー
ル

市
民
ギ
ャ
ラ
リ
ー

展
示
案
内

◎ 

お
気
楽
会
と
総
合
型
ク
ラ
ブ

合
同
手
芸
展

日
1
月
23
日
（
水
）
〜
2
月
3
日

（
日
）
午
前
9
時
〜
午
後
5
時　

内
手
芸
作
品　

問
水
原
公
民
館

古
布
で
作
る

お
ひ
な
飾
り
の

タ
ペ
ス
ト
リ
ー
手
芸
講
座

　

水
原
公
民
館
市
民
ギ
ャ
ラ

リ
ー
で
行
わ
れ
る
手
芸
展
（
右

記
参
照
）
で
お
ひ
な
飾
り
の
タ

ペ
ス
ト
リ
ー
の
手
芸
講
座
を
行

い
ま
す
。

　

世
界
に
一
つ
だ
け
の
オ
リ
ジ

ナ
ル
作
品
を
作
っ
て
み
ま
せ
ん

か
？

日
1
月
23
日
（
水
）、
1
月
29
日

（
火
）、
2
月
2
日
（
土
）
午
後

1
時
〜
4
時　

場
水
原
公
民
館

1
階
「
市
民
ギ
ャ
ラ
リ
ー
」　

講

お
気
楽
会
、総
合
型
ク
ラ
ブ
（
社

会
教
育
関
係
団
体
）　

￥
1
人
千

円　

※
当
日
徴
収
し
ま
す
。　

定
各
講
座
10
人　

持
お
し
ぼ
り

（
布
）、
は
さ
み
、
細
工
べ
ら
（
千

枚
通
し
で
も
可
）　

※
な
い
場
合

は
貸
し
出
し
ま
す
。　

申
・
問

水
原
公
民
館　

申
込
締
切
＝
1

月
17
日
（
木
）

宝
珠
温
泉
保
養
セ
ン

タ
ー
あ
か
ま
つ
荘
催
し

◎ 

歌
と
踊
り
の
発
表
会

日
1
月
20
日
（
日
）
正
午
〜　

出
演
＝
明
間
隆
雄
と
愉
快
な
仲

間
た
ち　

問
宝
珠
温
泉
保
養
セ

ン
タ
ー
あ
か
ま
つ
荘　

☎
68
‐

５
７
２
６

笹
神
図
書
館

シ
ネ
マ
ク
ラ
ブ
上
映
会

日
1
月
19
日
（
土
）
午
後
2
時

〜　

場
ふ
れ
あ
い
会
館
「
多
目

的
ホ
ー
ル
」　

上
映
作
品
・
時
間

＝
ト
ム
と
ジ
ェ
リ
ー
／
約
60
分

問
ふ
れ
あ
い
会
館

50

あがのポイント
対象事業

日付 内容 時間

7 日（月） 書き初め

午前11時～
11時 45分

14日（月） お正月の遊び

16日（水） 布遊び

21日（月）
健康・元気体操

28日（月）

催

し

手
続
き
・
制
度

募

集

子
育
て
・
教
育

健
康
・
福
祉

ス
ポ
ー
ツ

く
ら
し
・
相
談
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催　
　

し

手
続
き
・
制
度

募　
　

集

子
育
て
・
教
育

健
康
・
福
祉

ス
ポ
ー
ツ

く
ら
し
・
相
談

催

し

手
続
き
・
制
度

募

集

子
育
て
・
教
育

健
康
・
福
祉

ス
ポ
ー
ツ

く
ら
し
・
相
談

催　
　

し

あ
が
の
お
話
の
会

昔
語
り
の
会

　

1
月
は
休
み
ま
す
。
2
月
か

ら
は
通
常
ど
お
り
第
3
日
曜
に

開
催
し
ま
す
。

問
水
原
ふ
る
さ
と
農
業
歴
史
資

料
館　

☎
63
‐
１
７
２
２

水
原
ふ
る
さ
と
農
業
歴
史
資
料
館

そ
ば
打
ち
体
験
会

日
1
月
20
日
（
日
）
午
前
10
時

〜
正
午
（
毎
月
第
3
日
曜
）　

内

そ
ば
打
ち
体
験
と
試
食
会　

￥

１
５
０
０
円　

申
・
問
水
原
ふ

る
さ
と
農
業
歴
史
資
料
館　

☎

63
‐
１
７
２
２

手
続
き
・
制
度

Procedure･ System

後
期
高
齢
者
医
療
制
度

75
歳
を
迎
え
る
皆
さ
ん
へ

　

75
歳
の
誕
生
日
を
迎
え
る
と
、

そ
れ
ま
で
加
入
し
て
い
た
国
民

健
康
保
険
や
社
会
保
険
な
ど
の

健
康
保
険
か
ら
、
後
期
高
齢
者

医
療
制
度
に
切
り
替
わ
り
ま
す
。

今
年
対
象
と
な
る
の
は
、
昭
和
19

年
1
月
1
日
〜
12
月
31
日
生
ま

れ
の
人
で
す
。

　

後
期
高
齢
者
医
療
保
険
証
は
、

「
重
要 

保
険
証
等
在
中
」
と
記
載

さ
れ
た
封
筒
に
入
れ
、
誕
生
月
の

前
月
中
旬
ま
で
に
郵
送
し
ま
す
。

◎ 

扶
養
家
族
の
医
療
保
険
は
？

　

健
康
保
険
の
種
類
に
よ
っ
て

手
続
き
が
必
要
な
場
合
が
あ
り

ま
す
。

・・  

国
民
健
康
保
険
の
場
合
…
家

族
は
、
引
き
続
き
国
民
健
康
保

険
に
加
入
し
、手
続
き
は
不
要
。

・・  

社
会
保
険
・
共
済
組
合
な
ど
の

場
合
…
他
の
家
族
が
加
入
す
る

健
康
保
険
の
扶
養
に
な
る
か
、

国
民
健
康
保
険
に
加
入
し
ま
す
。

そ
の
場
合
は
、
加
入
す
る
医
療
健

康
保
険
で
手
続
き
が
必
要
で
す
。

◎ 

医
療
費
の
自
己
負
担
割
合
は
？

　

原
則
1
割
負
担
で
す
が
、
本

人
ま
た
は
世
帯
の
後
期
高
齢
者

医
療
制
度
加
入
者
の
住
民
税
課

税
所
得
が
１
４
５
万
円
以
上
の

場
合
は
、
3
割
負
担
に
な
り
ま

す
。
た
だ
し
、
次
の
場
合
は
申
請

に
よ
り
1
割
負
担
に
な
り
ま
す
。

  〔
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
加
入
者

が
世
帯
に
１
人
〕
前
年
の
収
入

額
が
３
８
３
万
円
未
満
、〔
2

人
以
上
（
世
帯
の
70
歳
以
上
の

人
も
含
む
）〕
前
年
の
収
入
額
が

５
２
０
万
円
未
満

◎ 

保
険
料
は
い
つ
か
ら
発
生
す
る
の
？

　

保
険
料
は
、
後
期
高
齢
者
医
療

制
度
に
加
入
す
る
月
（
誕
生
月
）

か
ら
発
生
し
ま
す
。
保
険
料
の
額

と
納
付
に
関
す
る
通
知
は
、
加
入

月
の
２
か
月
後
（
4
月
生
ま
れ
の

加
入
者
は
7
月
）に
郵
送
し
ま
す
。

　

加
入
当
初
の
納
付
方
法
は
、
納

付
書
に
よ
る
現
金
納
付
ま
た
は
口

座
振
替
で
す
。
口
座
振
替
を
希
望

す
る
人
は
、
保
険
証
に
同
封
の
口

座
振
替
申
込
書
を
提
出
し
て
く
だ

さ
い
。
受
給
年
金
か
ら
の
天
引
き

納
付
に
変
わ
る
時
期
は
、
後
期
高

齢
者
医
療
制
度
の
加
入
月
に
よ
っ

て
異
な
り
ま
す
。

問
健
康
推
進
課 

後
期
高
齢
係

（
内
線
２
１
８
０
）

平
成
31
・
32
年
度

入
札
参
加
資
格
審
査

申
請
に
つ
い
て

　

建
設
工
事
や
建
設
コ
ン
サ
ル

タ
ン
ト
、
物
品
の
調
達
、
役
務

の
提
供
等
の
競
争
入
札
に
参
加

す
る
た
め
に
は
、
入
札
参
加
資

格
申
請
が
必
要
で
す
。

　

契
約
金
額
１
３
０
万
円
未
満

の
建
設
工
事
や
建
設
工
事
の
修

繕
な
ど
、
小
規
模
な
工
事
に
限

る
契
約
を
希
望
す
る
事
業
者
は
、

「
小
規
模
工
事
等
契
約
希
望
者
の

登
録
」
が
必
要
で
す
。

　

詳
し
く
は
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

申
申
請
書
に
必
要
事
項
を
記
入

し
、
郵
送
（
2
月
28
日
消
印
有

効
）、
持
参
、
宅
配
便
（
2
月
28

日
17
時
ま
で
）
の
い
ず
れ
か
で

申
し
込
み
く
だ
さ
い
。
申
請
書

等
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
あ
り

ま
す
。　

受
付
期
間
＝
1
月
15

日
（
火
）
〜
2
月
28
日
（
木
）　

問
管
財
課 

入
札
契
約
係
（
内
線

２
３
６
２
）

・・  保険証が届く
・・  早めに後期高齢者医療保険の口
座振替申し込み

1か月前

・・  誕生日から制度加入、保険証を使う
・・  後期高齢者医療保険料が発生

誕生月

・・  納入通知書が届く（誕生月から
3月までの加入月数分）
・・  後期高齢者医療保険料の納入開始

2か月後※

■誕生月前後の流れ

※ 4月生まれの加入者のみ 3か月後

募 　

集 

平
成
31
年
度

体
育
施
設
・
学
校
体
育

施
設
の
利
用
団
体
登
録

　

体
育
施
設
や
学
校
体
育
施
設

を
開
放
し
ま
す
。

　

施
設
の
利
用
を
希
望
す
る
団
体

は
、登
録
申
請
を
し
て
く
だ
さ
い
。

申
各
体
育
館
（
京
ヶ
瀬
地
区
は

京
ヶ
瀬
支
所
内
公
民
館
係
）
に

備
え
付
け
の
登
録
申
請
書
に
必

要
事
項
を
記
入
し
、
各
体
育
館

へ
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。　

受

付
期
限
＝
１
月
15
日
（
火
）　

他
定
期
利
用
は
、
市
内
の
団
体

を
優
先
し
、
2
月
8
日
に
開
催

す
る
調
整
会
議
で
決
定
し
ま
す
。

問
安
田
体
育
館
、
水
原
総
合
体

育
館
、
笹
神
体
育
館
、
生
涯
学

習
課 

市
民
ス
ポ
ー
ツ
係

平
成
31
年
度

水
原
公
民
館
市
民
ギ
ャ

ラ
リ
ー
利
用
申
し
込
み

　

市
民
の
皆
さ
ん
の
作
品
展
示

の
場
と
し
て
、水
原
公
民
館
「
市

民
ギ
ャ
ラ
リ
ー
」
は
、
無
料
で

利
用
で
き
ま
す
。
平
成
31
年
度

利
用
申
し
込
み
を
次
の
と
お
り

受
け
付
け
ま
す
。

受
付
期
間
＝
1
月
7
日
（
月
）

〜
31
日
（
木
）（
土
曜
・
日
曜
・

祝
日
を
除
く
）
午
前
9
時
〜
午

後
5
時　

受
付
場
所
＝
水
原
公

民
館
、
安
田
公
民
館
、
ふ
れ
あ

い
会
館
、
京
ヶ
瀬
支
所
公
民
館

担
当　

対
市
内
在
住
・
在
勤
・

在
学
し
て
い
る
人
が
参
加
し
て

い
る
団
体
ま
た
は
個
人　

利
用

期
間
＝
原
則
火
曜
〜
翌
月
曜
の

1
週
間
以
内
。
午
前
9
時
〜
午

後
5
時
（
準
備
・
撤
去
を
含
む
）。

年
末
年
始
除
く
。
利
用
回
数
は

原
則
年
１
回
。
利
用
で
き
な
い

日
が
あ
り
ま
す
の
で
、
水
原
公

民
館
に
確
認
し
て
か
ら
申
し
込

ん
で
く
だ
さ
い
。　

他
利
用
日

が
重
な
っ
た
場
合
は
、
抽
選
に

よ
り
決
定
し
ま
す
。
２
月
以
降

の
申
し
込
み
は
、
空
き
状
況
に

よ
り
随
時
受
け
付
け
ま
す
。　

問
水
原
公
民
館

社
会
福
祉
法
人

「
慈
豊
会
」
職
員
募
集

職
種
＝
介
護
職
（
準
職
員
）　

※

正
職
員
転
換
制
度
あ
り
ま
す
。

応
募
資
格
・
年
齢
＝
不
問

問
社
会
福
祉
法
人
「
慈
豊
会
」

事
務
局　

☎
47
‐
４
２
７
１
（
月

曜
〜
金
曜
午
前
9
時
〜
午
後
5

時
）

平成 31 年度

              　成人式実行委員を募集します

　阿賀野市成人式
　5月 4日（土・祝）午後 2時～
　水原総合体育館

応募資格＝平成 10年 4月 2日～平成 11年 4月 1日生まれで、
夜間等の会議に出席できる人
募集人数＝ 18 人程度　※応募者多数の場合は、性別や地区の
バランス等を考慮して決定します。
応募方法＝任意の用紙に氏名・生年月日・性別・住所・電話番号・
応募動機（字数は自由）を記入の上、郵送、FAX、電子メール
のいずれかの方法で提出してください。
応募期限＝ 1 月 23 日（水）※当日消印有効
申・問生涯学習課 社会教育係　☎ 63-8019　Ⓕ 63-2115
　〒 959-1919　阿賀野市山崎 77
　 syogaigakusyu@city.agano.niigata.jp

開放施設 対象 種目

体育施設 10人以上で構成する団体
（市内・市外を問いません）室内・屋外競技

小学校

市内在住・在勤の 10 人
以上で構成する団体

室内競技
中学校 室内競技

ナ
イ
タ
ー

京ヶ瀬小学校
グラウンド サッカー

水原中学校
グラウンド

サッカー、野球、
ソフトボール等

就業場所 就業時間

グループホーム
いらかの丘・お
おむろ・まえや
ま 

4 交代制…①午前 7時～午後 4時、②午前
8時 30 分～午後 5時 30 分、③午前 11時
～午後 8時、④午後 5時～翌日午前 9時
※夜勤ができる人、大歓迎です。①～③の
3交代希望の人も気軽に相談してください。

デイサービス
いらかの丘

2 交代制…①午前 8 時～午後 5 時 30 分、
②午前 9時～午後 6時

電話番号の記載のない市役所・各支所・公民館等の連絡先は、お知らせ版の最初のページに掲載しています。
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募 　

集 
新
潟
い
の
ち
の
電
話

相
談
員
募
集

　

新
潟
い
の
ち
の
電
話
で
は
、

悩
み
や
訴
え
を
聴
く
電
話
相
談

員
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

対
23
〜
66
歳
で
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
で
電
話
相
談
を
担
当
で
き
る

人
（
学
歴
・
職
業
不
問
）　

申
応

募
方
法
や
募
集
要
項
な
ど
は
、

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。　

応

募
期
限
＝
2
月
28
日
（
木
）
必

着　

問
新
潟
い
の
ち
の
電
話
事

務
局
（
新
潟
市
中
央
区
上
所
2

‐
2
‐
4 

新
潟
ユ
ニ
ゾ
ン
プ
ラ

ザ
ハ
ー
ト
館
）　

☎
０
２
５
‐

２
８
０
‐
５
６
７
７

平
成
31
年
度
分

市
臨
時
職
員
登
録
者
を

募
集
し
ま
す

　

市
で
は
臨
時
職
員
を
雇
用
す

る
場
合
、
台
帳
に
登
録
し
て
い

る
人
の
中
か
ら
採
用
し
ま
す
。

勤
務
条
件
な
ど
に
つ
い
て
は
、

雇
用
を
行
う
課
か
ら
連
絡
し
ま

す
。

対
市
内
在
住
者
（
原
則
）　

登
録

期
間
＝
平
成
31
年
4
月
1
日
〜

平
成
32
年
3
月
31
日
（
１
年
間
）

登
録
職
種
＝
一
般
事
務
、
学
校

介
助
員
、調
理
員
、幼
稚
園
教
諭
、

保
育
士
、
児
童
ク
ラ
ブ
指
援
員
、

看
護
師
、
栄
養
士
等　

提
出
書

類
＝
次
の
い
ず
れ
か
を
提
出
し

て
く
だ
さ
い
。　

①
登
録
台
帳

（
市
役
所
2
階
総
務
課
人
事
係
、

各
支
所
窓
口
に
あ
り
ま
す
。
市

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も
ダ
ウ
ン

ロ
ー
ド
で
き
ま
す
）、
②
市
販
の

履
歴
書
（
勤
務
時
間
や
希
望
職

種
な
ど
も
記
載
し
て
く
だ
さ
い
）

※
①
・
②
と
も
写
真
を
貼
付　

他
登
録
し
て
も
必
ず
雇
用
さ
れ

る
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
雇

用
見
込
み
に
つ
い
て
も
お
答
え

で
き
ま
せ
ん
。　

提
出
期
限
＝

2
月
8
日
（
金
）　

申
・
問
総
務

課 

人
事
係
（
内
線
２
２
８
２
）

学
校
（
園
）
給
食
調
理
員

（
嘱
託
員
・
臨
時
職
員
）
募
集

　

平
成
31
年
度
学
校
（
園
）
給

食
調
理
員（
嘱
託
員
・
臨
時
職
員
）

を
次
の
と
お
り
募
集
し
ま
す
。

申
①
嘱
託
員
…
市
販
の
履
歴
書

に
必
要
事
項
を
記
入
し
、
写
真

を
添
付
し
て
学
校
教
育
課
（
笹

神
支
所
2
階
）
に
提
出
し
て
く

だ
さ
い
。　

②
臨
時
職
員
…
市

の
「
臨
時
・
パ
ー
ト
職
員
登
録

台
帳
」
に
必
要
事
項
を
記
入
し
、

写
真
を
添
付
し
て
学
校
教
育
課

に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。「
臨
時
・

パ
ー
ト
職
員
登
録
台
帳
」
は
、

学
校
教
育
課
、
市
役
所
、
各
支

所
の
総
務
担
当
窓
口
に
あ
る
ほ

か
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も

ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。　

申
込
期
限
＝
2
月
1
日
（
金
）

必
着　

選
考
方
法
＝
面
接
（
日

程
は
後
日
連
絡
し
ま
す
）　

他
採

用
の
決
定
は
、
3
月
中
旬
以
降

で
す
。　

問
学
校
教
育
課 

教
育

総
務
係

①嘱託員 ②臨時職員

募集人数 1 人 若干人

任用期間 平成 31年 4月 1日～平成 32年 3月 31日（1年間）

勤務場所 市立小学校または市立認定こども園京ヶ瀬幼稚園

勤務日
・

勤務時間

月曜～金曜（原則 給食実施日）、
1日7時間30分勤務　※土曜・
日曜・祝日は勤務なし。ただし、
行事等により必要がある場合
はこの限りではありません。

月曜～金曜（原則 給食実施日）、
1日 6時間勤務　※土曜・日曜・
祝日、長期休暇期間は勤務なし。
ただし、行事等により必要がある
場合はこの限りではありません。

報酬

①月額報酬 15 万円
②通勤報酬 日額最大 650 円
（いずれも健康保険・厚生年金・
雇用保険加入）

調理師免許有　時給 870 円
無　時給 850 円

（いずれも健康保険・厚生年金・
雇用保険加入）

応募資格 調理師免許を有すること。

■主な職種の賃金単価
職種 賃金単価

一般事務 時給 840 円
学校介助員（支援が必要な児童・生徒の介助）時給 890 円

調理員
有資格者 時給 870 円
無資格者 時給 850 円

幼稚園教諭、保育士 有資格者 時給1,000円
無資格者 時給 840 円

児童館・児童クラブ支
援員

有資格者 時給1,000円
無資格者 時給 840 円

催　
　

し

手
続
き
・
制
度

募　
　

集

子
育
て
・
教
育

健
康
・
福
祉

ス
ポ
ー
ツ

く
ら
し
・
相
談

催

し

手
続
き
・
制
度

募

集

子
育
て
・
教
育

健
康
・
福
祉

ス
ポ
ー
ツ

く
ら
し
・
相
談

自
衛
官
等
募
集

　

次
の
と
お
り
自
衛
官
等
を
募

集
し
ま
す
。

他
採
用
上
限
年
齢
が
33
歳
未
満
に

引
き
上
げ
ら
れ
ま
し
た
。
詳
細
は

問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。
採

用
予
定
数
に
達
し
た
場
合
、
採

用
試
験
を
実
施
し
な
い
場
合
が

あ
り
ま
す
。　

問
自
衛
隊
新
発
田

地
域
事
務
所 

☎
０
２
５
４
‐
26
‐

５
６
１
９

京
ヶ
瀬
文
化
協
会
・
京
ヶ
瀬
公
民
館
共
催
事
業

ブ
レ
イ
ク
ダ
ン
ス
体
験

教
室
参
加
者
募
集

日
・
対
１
月
27
日
（
日
）、
2
月

3
日
（
日
）
午
後
１
時
30
分
〜

２
時
30
分
（
５
歳
〜
小
学
６
年

生
コ
ー
ス
）、
午
後
2
時
40
分
〜

4
時
（
中
学
生
〜
大
人
コ
ー
ス
）

場
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー 

京
和
荘

「
多
目
的
ホ
ー
ル
」　

講
Ｌ
．
Ｏ
．

Ｐ
（
Ｌ
ｉ
ｆ
ｅ 

ｏ
ｆ 

ｔ
ｈ
ｅ 

Ｐ
ａ
ｒ
ｔ
ｙ
）
加
藤
貴
博
氏　

持
運
動
出
来
る
服
装
、
上
履
き
、

飲
み
物
、
タ
オ
ル
、
筆
記
用
具
、

メ
モ
帳　

申
・
問
京
ヶ
瀬
支
所

公
民
館
係　

☎
67
‐
２
１
１
３

申
込
締
切
＝
１
月
21
日
（
月
）

子
育
て
・
教
育

Parenting･ Education

子
育
て
親
子
カ
フ
ェ

「
花
ど
け
い
」

日
1
月
21
日
（
月
）
午
前
9
時

30
分
〜
11
時
30
分　

内
豆
ま
き

場
あ
が
の
子
育
て
支
援
セ
ン

タ
ー
に
こ
に
こ　

対
未
就
園
児

と
そ
の
保
護
者　

持
マ
イ
カ
ッ

プ
（
保
護
者
用
）、
保
育
に
必
要

な
も
の
（
お
む
つ
な
ど
）　

※
子

ど
も
の
飲
み
物
が
必
要
な
人
は

各
自
用
意
し
て
く
だ
さ
い
。（
お

や
つ
は
持
参
し
な
い
で
く
だ
さ

い
）　

問
あ
が
の
子
育
て
支
援

セ
ン
タ
ー
に
こ
に
こ　

☎
62
‐

５
５
８
１

母
子
健
康
手
帳
の
交
付

日
毎
週
月
曜
・
金
曜
、
午
前
9

時
〜
正
午
、
毎
週
水
曜
、
午
前

9
時
〜
午
後
4
時
、
夜
間
役
所

（
21
ペ
ー
ジ
参
照
）　

※
こ
れ
ら

の
日
時
以
外
に
母
子
健
康
手
帳

の
交
付
を
希
望
す
る
場
合
は
、

事
前
に
連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。

場
水
原
保
健
セ
ン
タ
ー　

持
妊

娠
届
出
書
と
そ
の
書
類
に
記
載

の
あ
る
必
要
書
類　

問
健
康
推

進
課 

子
育
て
世
代
包
括
支
援
セ

ン
タ
ー

お
は
な
し
会

◎
お
は
な
し
の
じ
か
ん

日
毎
週
土
曜
、
午
後
2
時
〜　

場
市
立
図
書
館

◎
お
は
な
し
こ
ん
に
ち
は
（
か

　

る
た
大
会
と
同
時
開
催
）

日
1
月
13
日
（
日
）
午
前
10
時

〜
（
毎
月
第
2
日
曜
）

場
・
問
水
原
中
学
校
市
民
図
書

室　

☎
47
‐
８
０
６
８

健
康
・
福
祉

H
ealth･ W

elfare

愛
の
協
力
運
動

　

毎
年
７
月
を
強
調
月
間
と
し

て
、全
国
的
に
展
開
さ
れ
る
「
社

会
を
明
る
く
す
る
運
動
」。
こ
れ

に
合
わ
せ
て
行
わ
れ
た
「
愛
の

協
力
運
動
」（
保
護
観
察
協
会
会

員
募
集
）
に
は
、
市
民
の
皆
さ

ん
か
ら
た
く
さ
ん
の
心
温
ま
る

ご
支
援
・
ご
協
力
を
い
た
だ
き
、

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

問
社
会
福
祉
課 

福
祉
企
画
係

（
内
線
２
１
４
６
）

■愛の協力運動
総額　125 万 624 円

※ 11月 27 日（火）に新発田阿賀北地区
　保護司会へ全額送金しました。この協
　力金は、同会から新潟県保護観察協会
　へ送金されます。

種目 受付期間 試験日 資格

自
衛
官
候
補
生

第 6回 受付中～ 1月 21日（月） 1月26日（土）、27日（日）
18 歳以上
33 歳未満
の人※

第 7回 1月22日（火）～2月8日（金）2月16日（土）、17日（日）

第 8回 2月9日（土）～3月4日（月）3月 9日（土）

第 9回 最終受付　3月 11日（月） 3月 16日（土）
※ 32 歳の人については、採用予定月の 1日から起算して 3月に達する翌月の
　末日現在 33歳に達していない人
例）  4 月に入隊予定の場合、7月末日に 33歳に達していない人に限る。

電話番号の記載のない市役所・各支所・公民館等の連絡先は、お知らせ版の最初のページに掲載しています。



19 18平成 31 年 1月号 平成 31 年 1月号

電話番号の記載のない市役所・各支所・公民館等の連絡先は、お知らせ版の最初のページに掲載しています。

催　
　

し

手
続
き
・
制
度

募　
　

集

子
育
て
・
教
育

健
康
・
福
祉

ス
ポ
ー
ツ

く
ら
し
・
相
談

FM 76.1MHz 　　　　　　　　災害時には、FMにいつ（周波数 76.1MHz）で市の災害情報を放送します。

 

1
月
10
日
（
木
）
は

「
１
１
０
番
の
日
」
で
す

　

け
い
さ
つ
相
談
室
（
直
通
番

号
「
＃
９
１
１
０
」）
を
知
っ
て

い
ま
す
か
？ 

　

１
１
０
番
は
、
事
件
・
事
故

な
ど
で
警
察
官
に
す
ぐ
来
て
ほ

し
い
場
合
に
利
用
す
る
警
察
へ

の
直
通
番
号
で
す
。

　

緊
急
で
な
い
場
合
は
、
け
い

さ
つ
相
談
室
、
最
寄
り
の
警
察

署
や
交
番
・
駐
在
所
へ
連
絡
し

て
く
だ
さ
い
。

◎ 

１
１
０
番
通
報
6
つ
の
ポ
イ
ン
ト

　

警
察
官
の
質
問
に
落
ち
着
い

て
答
え
て
く
だ
さ
い
。

①
何
が
あ
り
ま
し
た
か
？

②
そ
れ
は
い
つ
で
す
か
？

③
場
所
は
ど
こ
で
す
か
？

④
犯
人
を
見
ま
し
た
か
？
（
人

　

相
や
逃
走
方
向
、
車
種
な
ど
）

⑤
現
場
は
ど
う
な
っ
て
い
ま
す

　

か
？
（
け
が
の
有
無
、
被
害

　

状
況
な
ど
）

⑥
あ
な
た
は
ど
な
た
で
す
か
？

　
（
通
報
者
の
住
所
、
氏
名
、
電

　

話
番
号
な
ど
）

◎ 

携
帯
電
話
か
ら
の
１
１
０
番

・・  

現
場
の
住
所
や
目
印
に
な
る

も
の
を
伝
え
て
く
だ
さ
い
。

・・  

通
話
中
は
で
き
る
だ
け
移
動

し
な
い
で
く
だ
さ
い
。

・・  

運
転
中
は
、
安
全
に
停
車
し

て
か
ら
通
報
し
て
く
だ
さ
い
。

問
阿
賀
野
警
察
署 

地
域
課　

☎

63
‐
０
１
１
０

緊
急
告
知
Ｆ
Ｍ
ラ
ジ
オ

を
販
売
し
ま
す

　

災
害
時
等
に
市
が
発
信
す
る

情
報
を
自
動
起
動
放
送
で
受
信

で
き
る
緊
急
告
知
Ｆ
Ｍ
ラ
ジ
オ

を
販
売
し
ま
す
。

　

こ
の
ラ
ジ
オ
は
、
災
害
時
に

Ｆ
Ｍ
に
い
つ
（
76
・
1
Ｍ
Ｈ
ｚ
）

か
ら
出
さ
れ
る
電
波
を
受
け
、

ラ
ジ
オ
の
ス
イ
ッ
チ
が
オ
フ
の

状
態
で
も
自
動
で
電
源
が
入
り
、

緊
急
放
送
を
聞
く
こ
と
が
で
き

る
も
の
で
す
。

　

万
一
に
備
え
、
ご
家
庭
に
置

い
て
み
ま
せ
ん
か
。

販
売
価
格
＝
1
台
5
千
円　

※

付
属
し
て
い
る
充
電
式
電
池（
単

3
：
3
本
）
が
消
耗
し
て
い
る

場
合
は
、
各
自
で
交
換
し
て
く

だ
さ
い
。　

対
市
民
、
市
内
に

事
業
所
を
有
す
る
個
人
ま
た
は

法
人　

※
原
則
１
世
帯
ま
た
は

１
事
業
者
に
つ
き
１
台
。　

申

申
請
書
に
必
要
事
項
を
記
入
し
、

代
金
と
一
緒
に
危
機
管
理
課（
市

役
所
2
階
）
に
提
出
し
て
く
だ

さ
い
。
申
請
書
は
危
機
管
理
課

に
あ
る
ほ
か
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
か
ら
も
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き

ま
す
。　

他
Ｆ
Ｍ
に
い
つ
以
外

の
放
送
を
聞
く
こ
と
は
で
き
ま

せ
ん
。
毎
月
第
3
日
曜
午
前
9

時
55
分
か
ら
試
験
放
送
が
流
れ

ま
す
。　

問
危
機
管
理
課
（
内

線
２
２
３
０
）

身
体
障
害
者
手
帳
1
級
所
有
者
に

緊
急
告
知
Ｆ
Ｍ
ラ
ジ
オ

を
無
償
貸
与
し
ま
す

対
身
体
障
害
者
手
帳
１
級
を
所

持
し
、
貸
与
を
希
望
す
る
人　

※
土
砂
災
害
警
戒
区
域
等
に
居

住
し
、
既
に
ラ
ジ
オ
や
防
災
行

政
無
線
戸
別
受
信
機
が
貸
与
さ

れ
て
い
る
家
庭
は
除
外
。　

申

申
請
書
に
必
要
事
項
を
記
入
し
、

身
体
障
害
者
手
帳
の
写
し
と
一

緒
に
危
機
管
理
課
（
市
役
所
2

階
）
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

申
請
書
は
危
機
管
理
課
に
あ
る

ほ
か
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら

も
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

他
付
属
し
て
い
る
充
電
式
電
池

（
単
3
：
3
本
）
が
消
耗
し
て
い

る
場
合
は
、
各
自
で
交
換
し
て

く
だ
さ
い
。　

問
危
機
管
理
課

（
内
線
２
２
３
０
）

市
立
学
校
エ
ア
コ
ン

整
備
工
事
に
つ
い
て

　

昨
夏
の
猛
暑
を
う
け
、
市
立

小
中
学
校
等
の
普
通
教
室
、
特

別
教
室
、
ラ
ン
チ
ル
ー
ム
に
エ

ア
コ
ン
を
整
備
し
ま
す
。

　

工
事
に
際
し
て
は
、
安
全
第

一
に
進
め
て
い
き
ま
す
の
で
、

ご
理
解
・
ご
協
力
を
お
願
い
し

ま
す
。

工
事
期
間
＝
契
約
日
〜
3
月
31

日　

場
市
立
小
学
校
お
よ
び
中

学
校
、
認
定
こ
ど
も
園
京
ヶ
瀬

幼
稚
園　

施
工
業
者
＝
①
京
ヶ

瀬
小
学
校
、
安
野
小
学
校
、
京
ヶ

瀬
中
学
校
、認
定
こ
ど
も
園
京
ヶ

瀬
幼
稚
園
（
加
藤
・
京
ヶ
瀬
特

定
共
同
企
業
体
）、
②
笹
岡
小
学

校
、
神
山
小
学
校
、
笹
神
中
学

校
（
ミ
ツ
マ
・
今
井
特
定
共
同

企
業
体
）、
③
安
田
小
学
校
、
分

田
小
学
校
、
安
田
中
学
校
（
安

田
設
備
・
安
田
電
気
特
定
共
同

企
業
体
）、
④
堀
越
小
学
校
、
水

原
小
学
校
、水
原
中
学
校（
丸
山
・

松
田
特
定
共
同
企
業
体
）　

問
学

校
教
育
課 

施
設
係

催

し

手
続
き
・
制
度

募

集

子
育
て
・
教
育

健
康
・
福
祉

ス
ポ
ー
ツ

く
ら
し
・
相
談

（広 告）

ス
ポ
ー
ツ

冬
の
あ
そ
び
虫

日
1
月
20
日
（
日
）
午
前
9
時

30
分
〜
正
午　

場
安
田
体
育
館

内
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
、
卓
球
、
ス

ラ
ッ
ク
ラ
イ
ン
、
ボ
ッ
チ
ャ
、

カ
ロ
ー
リ
ン
グ
、
ミ
ニ
ト
ラ

ン
ポ
リ
ン
、
縄
と
び
、
輪
投

げ
、
フ
ラ
フ
ー
プ
、
車
い
す
バ

ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
の
車
い
す
の

試
乗
や
ブ
ラ
イ
ン
ド
サ
ッ
カ
ー

の
ボ
ー
ル
の
展
示　

※
ボ
ッ

チ
ャ
、車
い
す
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー

ル
、
ブ
ラ
イ
ン
ド
サ
ッ
カ
ー
は
、

２
０
２
０
東
京
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ

ク
の
実
施
種
目
で
す
。　

持
運

動
靴　

問
各
体
育
館
、
生
涯
学

習
課 

市
民
ス
ポ
ー
ツ
係

第
13
回
市
民
ビ
ー
チ

ボ
ー
ル
バ
レ
ー
大
会 

　

冬
場
の
運
動
に
触
れ
ら
れ
る

機
会
で
す
。
多
く
の
チ
ー
ム
の

参
加
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

日
2
月
3
日
（
日
）
午
前
９
時

開
会
式　

場
笹
神
体
育
館　

種

目
＝
①
チ
ャ
ン
ピ
オ
ン
シ
ッ
プ

…
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
・
ソ
フ
ト
バ

レ
ー
ボ
ー
ル
の
経
験
者
で
編
成

す
る
チ
ー
ム
（
女
性
が
常
時
2

人
以
上
出
場
し
て
い
る
こ
と
）、

②
フ
レ
ン
ド
リ
ー
…
初
心
者
（
男

女
の
人
数
は
問
い
ま
せ
ん
。）　

※
参
加
チ
ー
ム
数
が
少
な
い
場

合
は
、
中
止
す
る
こ
と
が
あ
り

ま
す
。　

対
市
内
在
住
・
在
勤

者
の
中
学
生
以
上
4
〜
6
人

で
構
成
さ
れ
た
チ
ー
ム　

￥
1

チ
ー
ム
千
円
（
当
日
徴
収
）　

申

参
加
申
込
用
紙
に
必
要
事
項
を

記
入
し
、
各
体
育
館
（
京
ヶ
瀬

地
区
は
京
ヶ
瀬
支
所
内
公
民
館

係
）
へ
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

参
加
申
込
用
紙
は
、
各
体
育
館

（
京
ヶ
瀬
地
区
は
京
ヶ
瀬
支
所
内

公
民
館
係
）
に
あ
り
ま
す
。　

申
込
締
切
＝
1
月
23
日
（
水
）

午
後
5
時
ま
で　

問
各
体
育
館 

、

生
涯
学
習
課 

市
民
ス
ポ
ー
ツ
係

親
子
で

エ
ン
ジ
ョ
イ
ス
キ
ー

日
１
月
27
日
（
日
）
午
前
8
時

30
分
〜
午
後
3
時
30
分
（
現
地

集
合
）　

場
ニ
ノ
ッ
ク
ス
ス
キ
ー

パ
ー
ク
（
新
発
田
市
上
三
光
大

平
国
有
林
無
番
地
）　

対
市
内
在

住
の
小
・
中
学
生
、
親
子
（
個

人
参
加
可
）　

定
20
人 

先
着　

￥
大
人
5
千
円
、
子
ど
も
2
千

円
（
リ
フ
ト
券
・
昼
食
込
み
）　

申
所
定
の
申
込
書
に
必
要
事
項

を
記
入
し
、
参
加
費
と
一
緒
に

市
体
育
協
会
事
務
局
（
水
原
総

合
体
育
館
内
）
に
提
出
し
て
く

だ
さ
い
。　

申
込
締
切
＝
１
月

21
日
（
月
）　

問
市
ス
キ
ー
連
盟 

阿
部　

☎
０
９
０
‐
２
３
３
７

‐
３
４
３
７く

ら
し
・
相
談

Life･ Consultation

冬
季
無
災
害
運
動
実
施
中

ス
ト
ッ
プ
転
倒
災
害
！

　

新
潟
労
働
局
で
は
、
雪
に
よ

る
災
害
が
増
加
す
る
12
月
1
日

〜
2
月
28
日
ま
で
の
間
、「
冬
季

無
災
害
運
動
」
を
実
施
し
て
い

ま
す
。

◎ 

転
倒
災
害
多
発
場
所
は
…

　

駐
車
場
か
ら
事
務
所
・
作
業

場
ま
で
の
路
面
、
事
務
所
・
作

業
場
の
出
入
り
口
、
段
差
・
ス

ロ
ー
プ
な
ど

◎ 

滑
り
や
す
い
場
所
で
は
…

　

除
雪
、
融
雪
、
砂
ま
き
、
マ
ッ

ト
、照
明
設
置
、注
意
表
示
な
ど
、

転
倒
災
害
防
止
対
策
を
行
い
ま

し
ょ
う
。

問
新
潟
労
働
局 

労
働
基
準
部 

健
康
安
全
課　

☎
０
２
５
‐

２
８
８
‐
３
５
０
５

弁
護
士
に
よ
る
Ｂ
型
肝
炎

特
措
法
無
料
相
談
会

日
1
月
19
日
（
土
）
午
後
1
時

30
分
〜
4
時
（
午
後
3
時
ま
で

受
付
）　

場
新
発
田
市
生
涯
学
習

セ
ン
タ
ー
「
研
修
室
2
・
3
」（
新

発
田
市
中
央
町
5
‐
8
‐
47
）　

対
集
団
予
防
接
種
で
Ｂ
型
肝
炎

に
な
っ
た
人
と
そ
の
家
族　

他

事
前
予
約
が
優
先
で
す
が
、
当

日
会
場
で
申
し
込
み
で
き
ま

す
。
申
・
問
全
国
Ｂ
型
肝
炎
訴

訟 
新
潟
事
務
所　

☎
０
２
５
‐

２
２
３
‐
１
１
３
０

大
日
原
演
習
場
訓
練
予
定

射
撃
訓
練
＝
1
月
10
日
（
木
）、

11
日
（
金
）
午
前
8
時
〜
午
後

5
時　

空
砲
訓
練
＝
1
月
15
日

（
火
）
〜
18
日
（
金
）
午
前
8
時

〜
午
後
5
時

※ 

演
習
場
内
へ
の
立
ち
入
り
は
、

許
可
が
必
要
で
す
。

問
新
発
田
駐
屯
地　

☎
０
２
５
４

‐
22
‐
３
１
５
１

安
田
図
書
館
を

休
館
し
ま
す

　

現
在
建
築
中
の
安
田
交
流
セ

ン
タ
ー
へ
の
移
転
準
備
と
蔵
書

点
検
の
た
め
、
安
田
図
書
館
を

休
館
し
ま
す
。

休
館
期
間
＝
2
月
4
日
（
月
）

〜
３
月
24
日
（
日
）　

他
休
館
中

は
全
て
の
サ
ー
ビ
ス
を
休
止
し

ま
す
。
他
の
図
書
館
を
利
用
し

て
く
だ
さ
い
。　

※
返
却
は
受

け
付
け
ま
す
。　

問
安
田
図
書

館　

☎
68
‐
３
０
０
６

不用になりました トラクター・バイク・トラック・耕運機
（ディーゼル）・フォークリフト他 買い取りいたします

福地オート   阿賀野市野田1066番地

◎お電話はこちらへ ☎0250-68-4130

お売り下さい（買取専門）お売り下さい（買取専門）
前
後
前
後

あけまして おめでとうございますあけまして おめでとうございます

【買取例】【買取例】クボタトラクターL1-24クボタトラクターL1-24（4WD）（4WD）  2424.0.0万円万円
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（広 告）

催　
　

し

手
続
き
・
制
度

募　
　

集

子
育
て
・
教
育

健
康
・
福
祉

ス
ポ
ー
ツ

く
ら
し
・
相
談

新潟県交通災害共済新潟県交通災害共済
　交通災害共済に加入している人が、交通事故に
遭い、けがをした場合、7 日以上の入院通院で見舞金
が支払われます。
　見舞金の請求期間は、交通事故に遭った日から起算
して「1 年以内」です。
　事故に遭った場合は、早めの手続きをお願いします。

阿賀野市 総務課 庶務係

☎ 0250‐６２‐２５１０（内線 2271）

電話番号の記載のない市役所・各支所・公民館等の連絡先は、お知らせ版の最初のページに掲載しています。
♥伝えよう旬！　親から子どもに我が家の味
♥作ってますか？　食べてますか？　郷土料理食育メッセージ

夜
間
役
所

日
1
月
16
日
（
水
）
午
後
5
時

15
分
〜
7
時　

場
市
役
所
1
階

市
民
生
活
課　

※
各
支
所
で

は
開
設
し
ま
せ
ん
。　

内
戸

籍
、
住
民
票
、
印
鑑
登
録
・
証

明
、
通
知
カ
ー
ド
・
マ
イ
ナ
ン

バ
ー
カ
ー
ド
（
個
人
番
号
カ
ー

ド
）
の
記
載
事
項
変
更
・
交
付
、

納
税
、
口
座
振
替
手
続
き
、
母

子
健
康
手
帳
の
交
付
等
。
パ
ス

ポ
ー
ト
は
交
付
の
み
で
す
。　

問
市
民
生
活
課 

市
民
係
（
内
線

２
１
０
１
）

高
齢
者
相
談
窓
口

◎
一
般
相
談

日
月
曜
〜
金
曜
（
祝
日
、
年
末
年

始
を
除
く
）
午
前
9
時
〜
午
後

5
時

◎
専
門
相
談

日
1
月
7
日
（
月
）、15
日
（
火
）、

21
日
（
月
）、
28
日
（
月
）
午
後

1
時
30
分
〜
4
時　

内
法
律
相

談　

場
・
申
・
問
新
潟
県
高
齢

者
総
合
相
談
セ
ン
タ
ー
（
新
潟
市

中
央
区
上
所
2
‐
2
‐
2　

新

潟
ユ
ニ
ゾ
ン
プ
ラ
ザ
3
階
）　

☎

０
２
５
‐
２
８
５
‐
４
１
６
５

保
健
師
に
よ
る

こ
こ
ろ
の
健
康
相
談
日

日
毎
週
水
曜
、
午
前
9
時
〜
午

後
4
時
（
第
2
・
第
4
水
曜
以

外
は
要
予
約
）　

※
相
談
日
以

外
で
も
随
時
相
談
に
応
じ
ま

す
。　

場
水
原
保
健
セ
ン
タ
ー

申
・
問
健
康
推
進
課　

☎
61
‐

２
４
７
４

※
各
種
相
談
所
お
よ
び
窓
口
は
、い
ず
れ
も
相
談
無
料
で
、秘
密
は
固
く
守
ら
れ
ま
す
。

◎行政相談
　総務大臣から委嘱を受けた行政相談委員が、国の仕事、国が
県や市町村に委ねている仕事について、市民から苦情を聞き、
「住民と行政との橋渡し」的存在として、問題の解決に努めます。
日・場 1 月 10 日（木）午前 10時～正午／ふれあい会館
1階「談話室」、1月 16日（水）午前 10時～正午／安田
公民館 2階「学習室」
◎弁護士による「法律相談」
日 1 月 7日（月）、16日（水）午後 1時 30分～ 4時 30
分（1人 30分）　場市役所 1階「相談室」
※ 電話予約が必要です。予約を取り消す場合も必ず連絡

をお願いします。

※ お急ぎの人は、次の機関等をご利用ください。

①法テラス新潟　☎050‐3383‐5420　午前9時～午後5時
②新潟県弁護士会   ☎025‐222‐5533　午前10時～午後4時
申・問市民生活課 相談係（内線 2104）

相談料は無料です。気軽に相談ください。

催

し

手
続
き
・
制
度

募

集

子
育
て
・
教
育

健
康
・
福
祉

ス
ポ
ー
ツ

く
ら
し
・
相
談

 　　氏　名 　　保護者名 　住　所

村山　惺
せ

凪
な

 日の出町

五十嵐大
た つ む

紡 中島町

白井　夢
ゆ

望
の

 保　田

信田　　晴
はる

 上江端

千原　大
や ま と

和 中央町 2

阿部　稜
たか

弘
ひろ

 七　島

齋藤由
ゆ

姫
き

乃
の

 寺　社

く  ん

く  ん

ちゃん

く  ん

く  ん

く  ん

ちゃん

（　  ）

（　  ）

（　  ）

（　  ）

（　  ）

（　  ）

（　  ）

巧　将
真　恵
亮　太
久  美
柚　紀
栞　奈
一　也
萌　央
健　一
幸　江
弘　一
美　貴
勇
茜

　　 氏　名    年　齢      死亡月日       住　所

阿部　文枝　　  88 歳    12.3 小　島
石塚美奈子　　  55 歳    12.3 金田町
澁谷　トリ　　  97 歳    12.3 上一分
渡辺　章子　　  71 歳    12.4 岡山町
𡈽橋　正衛　　  91 歳    12.4 下条町
長谷川豊子　　  81 歳    12.6 小　浮
中村美津子　　  84 歳    12.6 天神堂
星野　幸已　　  82 歳    12.6 南安野町
掛橋　トミ　　  93 歳    12.6 榎船渡
横山　トイ　　  95 歳    12.7 学校町
井上　福美　　  81 歳    12.9 福　永
渡邉　要藏　　  85 歳    12.9 宮　下
荻野　　忠　　  57 歳  12.10 深　堀
伊藤マツミ　　  86 歳  12.10 分　田
涌井　行栄　　  57 歳  12.10 上中野目
保科　チイ　　  95 歳  12.11 小　浮
井上　庄平　　  92 歳  12.12 保　田
稲野　信吉　　  93 歳  12.13 保　田
大橋　イセ　　  90 歳  12.13 六野瀬
横山　道夫　　  85 歳  12.14 庄ケ宮
（12 月 1日～ 15 日届出分）
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住まいづくりは地盤から 
 

・地盤調査・改良工事スタッフ 
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〒 阿賀野市緑町
代表 田中 実

「
風ふ

う

と
ぴ
あ
」

愛
称
の
由
来

　

安
田
と
い
え
ば
風
。
そ
の
風

と
ユ
ー
ト
ピ
ア
（
理
想
の
里
）

の
と
ぴ
あ
を
合
わ
せ
た
も
の
。

く
ら
し
・
相
談

Life･ Consultation
食
品
ロ
ス
を

減
ら
し
ま
し
ょ
う

　

ま
だ
食
べ
ら
れ
る
の
に
廃
棄

さ
れ
て
い
る
食
品
の
こ
と
を「
食

品
ロ
ス
」
と
い
い
ま
す
。

　

日
本
で
は
、年
間
に
約
５
０
０
万

〜
８
０
０
万
ト
ン
の
食
品
ロ
ス

が
発
生
し
て
い
ま
す
。
こ
れ

は
コ
メ
の
年
間
収
穫
量
（
約

８
５
０
万
ト
ン
）
に
せ
ま
る
数

量
で
す
。

　

大
切
な
資
源
の
有
効
活
用
や

環
境
へ
の
配
慮
か
ら
も
、
食
品

ロ
ス
を
減
ら
す
努
力
が
大
切
で

す
。

　

家
庭
で
は
次
の
点
に
十
分
注

意
し
ま
し
ょ
う
。

・・  

必
要
な
分
だ
け
を
買
う

・・  

作
り
す
ぎ
な
い
よ
う
に
し
、

保
存
方
法
に
も
気
を
付
け
る

・・  

食
べ
残
し
を
し
な
い
よ
う
心

掛
け
る

◎
消
費
生
活
に
関
す
る
相
談
は

　

市
で
は
、
消
費
生
活
相
談
員

が
相
談
に
応
じ
て
い
ま
す
。
個

室
相
談
室
が
あ
り
、
秘
密
は
厳

守
し
ま
す
。

　

消
費
生
活
に
関
す
る
さ
ま
ざ

ま
な
情
報
は
、
消
費
者
庁
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
（http://

w
w
w
.caa.go.jp/

）

を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

問
市
民
生
活
課 

相
談
係
（
内

線
２
１
０
４
）、
新
潟
県
消
費

生
活
セ
ン
タ
ー　

☎
０
２
５
‐

２
８
５
‐
４
１
９
６

図
書
施
設
休
館
（
室
）
日

◎
全
施
設
共
通

日
1
月
1
日
（
火
）、2
日
（
水
）、

3
日
（
木
）

◎ 

市
立
図
書
館

日
1
月
7
日
（
月
）、17
日
（
木
）、

21
日
（
月
）、
28
日
（
月
）

◎ 

水
原
中
学
校
市
民
図
書
室

日
1
月
4
日
（
金
）、11
日
（
金
）、

17
日
（
木
）、
18
日
（
金
）、
21

日
（
月
）
〜
25
日
（
金
）

◎ 

笹
神
図
書
館

日
1
月
4
日
（
金
）、14
日
（
月
）

〜
18
日
（
金
）

は
蔵
書
点
検
期
間
で
す
。

問
市
立
図
書
館

安
田
地
区
複
合
施
設

正
式
名
称
と
愛
称
が

決
ま
り
ま
し
た

　

現
在
建
築
中
の
安
田
地
区
複

合
施
設
は
、
平
成
31
年
3
月
に

オ
ー
プ
ン
予
定
で
す
。

　

支
所
と
公
民
館
の
機
能
を
備

え
、「
地
域
交
流
」
を
コ
ン
セ
プ

ト
と
す
る
こ
の
施
設
の
正
式
名

称
を
「
阿
賀
野
市
安
田
交
流
セ

ン
タ
ー
」
と
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
皆
さ
ん
に
末
永
く
親

し
ま
れ
、
広
く
活
用
さ
れ
る
施

設
と
な
る
よ
う
、
愛
称
を
募
集

し
、
全
国
か
ら
77
点
の
応
募
が

あ
り
ま
し
た
。
安
田
支
所
庁
舎

整
備
検
討
委
員
会
で
最
終
候
補

4
点
ま
で
選
考
し
、
市
で
厳
正

に
審
査
し
た
結
果
、
次
の
愛
称

に
決
定
し
ま
し
た
。

問
管
財
課
（
内
線
２
３
６
１
）

安
田
地
区

消
防
用
サ
イ
レ
ン
を

点
検
し
ま
す

　

消
防
用
設
備
点
検
の
た
め
、

サ
イ
レ
ン
を
鳴
ら
し
ま
す
。

　

火
災
と
間
違
え
な
い
よ
う
、

注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

日
・
場
1
月
8
日
（
火
）
午
前

10
時
〜
11
時
／
旧
山
手
小
学
校
、

1
月
9
日
（
水
）
午
前
10
時
〜

11
時
／
安
田
公
民
館　

問
㈱
興

電
社　

☎
０
２
５
‐
２
２
３
‐

５
１
４
１
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大
き
く
手
を
あ
げ
渡
ろ
う

安
田
小
学
校 

道
路
横
断
指
導

道徳の教科化に対応するための授業研究会

　

よ
り
よ
く
生
き
る
た
め
の
基
盤

と
な
る
道
徳
性
を
養
う
た
め
、
こ
れ

ま
で
教
科
で
は
な
か
っ
た
小
学
校
の

「
道
徳
の
時
間
」
は
今
年
度
か
ら
教

科
と
な
り
、
各
校
で
道
徳
教
育
の
充

実
に
向
け
て
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

（
中
学
校
は
来
年
度
か
ら
教
科
化
）

　

11
月
28
日
に
水
原
小
学
校
で
開
催

さ
れ
た
授
業
研
究
会
で
は
、
教
員
ら

約
50
人
が
実
際
の
授
業
を
参
観
し
た

後
、
授
業
の
進
め
方
や
指
導
方
法
に

お
け
る
課
題
、
改
善
策
な
ど
を
振
り

返
り
、
意
見
交
換
を
行
い
ま
し
た
。

より質の高い道徳教育を目指して ダ
ン
ス
で
楽
し
く
健
康
に

レ
ク
ダ
ン
ス
講
習
会

　

11
月
26
日
、
12
月
3
日
、
10
日
と
3

週
に
わ
た
り
、
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
ダ
ン

ス
講
習
会
が
水
原
総
合
体
育
館
で
開
催
さ

れ
、
延
べ
１
７
９
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

日
本
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
協
会
コ
ー

デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
の
和
泉
澤
貞
子
氏
が
、「
越

後
水
原
」「
ダ
ン
シ
ン
グ
ヒ
ー
ロ
ー
」
な
ど

の
曲
で
ダ
ン
ス
を
指
導
。

　

参
加
者
か
ら
、「
覚
え
る
の
は
大
変
だ
が

楽
し
い
」
と
の
声
が
聞
か
れ
ま
し
た
。

　

12
月
5
日
、
神
山
小
学
校
4
年
生
は
、

総
合
学
習
の
授
業
で
、盲
導
犬
ユ
ー
ザ
ー

の
赤
塚
セ
ツ
さ
ん
か
ら
目
の
不
自
由
な

人
や
盲
導
犬
に
つ
い
て
学
び
ま
し
た
。

　

普
段
接
す
る
こ
と
の
な
い
盲
導
犬
の

登
場
に
子
ど
も
た
ち
は
興
味
津
々
。
実

際
に
盲
導
犬
が
セ
ツ
さ
ん
を
正
確
に
誘

導
す
る
様
子
を
見
て
驚
い
て
い
ま
し
た
。

　

鎌
田
悠
仁
君
は
、「
盲
導
犬
の
仕
事
は

大
変
そ
う
だ
。
目
の
不
自
由
な
人
に
出

会
っ
た
ら
、
自
分
も
助
け
に
な
り
た
い
」

と
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

神
山
小
学
校 

盲
導
犬
出
前
授
業

盲
導
犬
の
お
仕
事
を
知
ろ
う

　

登
下
校
時
の
児
童
の
安
全
を
守
る
た

め
、
安
田
小
学
校
前
の
道
路
に
押
し
ボ

タ
ン
式
信
号
機
が
設
置
さ
れ
ま
し
た
。

　

12
月
7
日
、
信
号
機
の
ス
イ
ッ
チ
を

入
れ
る
の
に
合
わ
せ
、
同
校
の
１
年
生

55
人
を
対
象
に
、
阿
賀
野
警
察
署
の
署

員
に
よ
る
押
し
ボ
タ
ン
式
信
号
機
の
操

作
方
法
や
横
断
の
仕
方
に
つ
い
て
指
導

が
行
わ
れ
ま
し
た
。
雨
が
降
る
あ
い
に

く
の
天
気
で
し
た
が
、
子
ど
も
た
ち
は

警
察
官
の
話
に
熱
心
に
耳
を
傾
け
、
正

し
い
横
断
の
仕
方
を
学
び
ま
し
た
。

 4 回目の成人式

　

11
月
13
日
、
新
橋
自
治
会
は
、
80

歳
以
上
の
人
を
対
象
に
し
た
「
4
回

目
の
成
人
式
」
を
初
め
て
開
催
し
ま

し
た
。
一
人
で
も
多
く
の
人
か
ら
出

席
し
て
も
ら
お
う
と
、
当
日
は
自
家

用
車
で
の
送
迎
も
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

出
席
者
た
ち
は
会
場
に
集
ま
り
、

顔
を
合
わ
せ
る
と
、
す
ぐ
に
会
話
を

始
め
、
と
て
も
楽
し
そ
う
な
様
子
。

　

参
加
し
た
圓
山
節
さ
ん
は
「
普
段

足
が
痛
く
て
外
に
出
ら
れ
な
い
の
で

す
ご
く
楽
し
か
っ
た
。
あ
り
が
と
う
」

と
感
謝
の
気
持
ち
を
伝
え
ま
し
た
。

思い出話に花が咲き 思
春
期
を
乗
り
切
ろ
う
！

思
春
期
子
育
て
講
演
会

　

12
月
8
日
、「
思
春
期
子
育
て
講
演

会
」
が
水
原
保
健
セ
ン
タ
ー
で
開
催
さ

れ
、
約
60
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

講
師
の
新
潟
青
陵
大
学
大
学
院
臨
床

心
理
学
研
究
科
伊
藤
真
理
子
教
授
か
ら

は
、
思
春
期
を
迎
え
た
我
が
子
と
の
関
わ

り
方
な
ど
に
つ
い
て
話
が
あ
り
ま
し
た
。

　

参
加
者
か
ら
は
、「『
大
丈
夫
』
と
声

を
掛
け
な
が
ら
、
子
ど
も
を
支
え
て
い

き
た
い
」
と
の
声
が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。

第
24
回
東
京
笹
神
会
親
睦
忘
年
会

　

12
月
2
日
、
東
京
笹
神
会
親
睦
忘
年

会
が
東
天
紅
上
野
本
店
（
東
京
都
台
東

区
）
で
開
催
さ
れ
、
約
１
２
０
人
が
参

加
し
ま
し
た
。
市
か
ら
は
田
中
市
長
を

は
じ
め
33
人
が
参
加
。
会
場
で
は
ふ
る

さ
と
の
話
に
花
が
咲
き
、
再
会
を
懐
か

し
む
姿
が
見
ら
れ
ま
し
た
。

　

祝
宴
で
は
、
有
志
の
歌
・
踊
り
の
披

露
や
神
山
・
笹
岡
両
中
学
校
の
校
歌
や

「
故
郷
」
の
合
唱
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
最

後
は
全
員
参
加
で
笹
神
甚
句
を
踊
る
な

ど
、
大
い
に
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。

再
会
の
時
は
あ
っ
と
い
う
間
に

　

11
月
25
日
、
安
野
川
の
拡
幅
工
事

に
伴
っ
て
架
け
替
え
ら
れ
た
橋
の
完

成
を
祝
う
会
が
、
百
津
町
地
内
で
開

催
さ
れ
ま
し
た
。
同
工
事
の
遺
跡
発

掘
調
査
で
、
こ
の
橋
が
つ
な
ぐ
道
路

（
市
道
中
島
土
橋
線
）
が
三
国
街
道
で

あ
っ
た
こ
と
が
判
明
。
自
治
会
が
発

注
者
で
あ
る
県
に
相
談
し
、「
旧
三
国

街
道
百
津
橋
」
と
名
付
け
ま
し
た
。

　

当
日
は
、
小
野
秀
雄
自
治
会
長
ら
に

よ
り
名
称
板
が
取
り
付
け
ら
れ
、集
ま
っ

た
約
80
人
が
渡
り
初
め
を
行
い
ま
し
た
。

旧
三
国
街
道
百
津
橋
完
成
を
祝
う
会

歴
史
を
踏
み
し
め
て
渡
る

取り付けられた名称板→
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シ
リ
ー
ズ

　

明
治
時
代
の
阿
賀
野
市

県
庁
移
転
〜
天
朝
山
公
園

　

先
月
号
で
は
、
越
後
府
の
行

政
機
関
の
説
明
や
、
名
称
が
越

後
府
か
ら
水
原
県
に
変
わ
っ
た

経
緯
を
紹
介
し
ま
し
た
。

　

今
月
号
で
は
、
県
庁
所
在
地

が
水
原
か
ら
新
潟
に
移
っ
た
経

緯
と
そ
の
後
の
天
朝
山
に
つ
い

て
紹
介
し
ま
す
。

■ 

県
庁
移
転

　

水
原
で
は
、明
治
2
（
１
８
６
９
）

年
9
月
に
新
庁
舎
の
上
棟
が
行
わ

れ
、
行
政
機
関
と
し
て
機
能
し
始

め
て
い
ま
し
た
。

　

し
か
し
、
十
月
に
水
原
県
の
出

先
機
関
で
あ
る
新
潟
局
が
、

（
１
）
貿
易
は
国
家
の
急
務
で
あ

り
、
開
港
さ
れ
て
い
る
新
潟
は

県
庁
を
置
く
の
に
適
し
た
土
地

で
あ
る
こ
と

（
２
）
新
潟
は
た
く
さ
ん
の
人
が

集
ま
り
内
務
が
忙
し
い
こ
と

（
３
）
新
潟
も
行
政
機
関
と
し
て
使

え
る
建
物
を
完
備
し
て
い
る
こ
と

と
い
う
理
由
で
、
水
原
と
新
潟

に
庁
舎
を
2
か
所
も
置
く
の
は

無
駄
な
こ
と
で
あ
る
と
い
う
内

容
の
文
書
を
新
政
府
の
民
部
省

に
提
出
し
ま
し
た
。

　

新
政
府
は
こ
れ
を
受
け
て
、

県
庁
を
新
潟
に
移
し
、
水
原
を

出
先
機
関
に
す
る
こ
と
と
し
、

明
治
3
（
１
８
７
０
）
年
3
月
に

県
庁
が
新
潟
に
移
転
し
ま
し
た
。

■ 

県
庁
移
転
後
の
水
原

　

県
庁
が
新
潟
に
移
転
す
る
と
、

水
原
は
新
潟
県
の
分
局
（
水
原

局
）と
な
り
、明
治
4（
１
８
７
１
）

年
に
廃
止
に
な
り
ま
し
た
。
庁

舎
自
体
も
新
政
府
の
通
達
で
明

治
6
（
１
８
７
３
）
年
頃
ま
で
に

売
却
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
れ
ら
の
こ
と
が
拍
車
を
か

け
、
市
島
家
が
水
原
を
離
れ
て

天
王
（
現
在
の
新
発
田
市
）
に

移
り
、
さ
ら
に
江
戸
時
代
か
ら

庄
屋
だ
っ
た
家
や
有
力
な
商
家
、

地
主
た
ち
も
離
れ
た
こ
と
に
よ

り
、
人
口
は
減
少
し
、
水
原
の

町
が
衰
退
し
た
時
期
が
あ
り
ま

し
た
。
し
か
し
、
明
治
を
経
て
、

大
正
時
代
に
人
口
が
増
え
、
現

在
の
水
原
地
区
の
基
礎
が
築
か

れ
た
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

■ 

天
朝
山
公
園
・
越
後
府
矢
倉

　

水
原
局
庁
舎
が
ど
こ
に
売
却

さ
れ
、
何
に
使
わ
れ
た
の
か
は

不
明
で
す
が
、
庁
舎
跡
地
は
元

の
所
有
者
で
あ
る
市
島
家
に
返

さ
れ
、
昭
和
22
年
に
水
原
町
が

買
い
取
り
ま
し
た
。

　

昭
和
47
年
に
「
越
後
府
跡
」
と

し
て
新
潟
県
の
文
化
財
（
史
跡
）

の
指
定
を
受
け
、
そ
の
後
公
園
と

し
て
整
備
さ
れ
現
在
に
至
り
ま
す
。

　

さ
ら
に
、越
後
府
設
置
１
３
０

年
の
節
目
の
年
に
あ
た
る
平
成

11
年
に
は
、
天
朝
山
公
園
の
北

東
隅
、
ほ
ぼ
元
の
位
置
に
越
後

府
矢
倉
が
再
建
さ
れ
ま
し
た
。

《
参
考
資
料
》
新
潟
県
史
・
水
原

町
編
年
史
・
水
原
郷
土
誌
料 

他 五十嵐徳次郎「匠家日用傳」より越後府矢倉の図五十嵐徳次郎「匠家日用傳」より越後府矢倉の図再建された越後府矢倉再建された越後府矢倉

現在の天朝山公園現在の天朝山公園

平
成
を
振
り
返
っ
て

　

い
よ
い
よ
平
成
も
残
り
４
か
月
と
な
り
ま

し
た
。

　

小
渕
官
房
長
官
（
当
時
）
が
「
新
し
い

元
号
は
平
成
で
あ
り
ま
す
」
と
発
表
さ
れ
て

30
年
、
平
成
の
時
代
を
振
り
返
る
と
き
色
々

な
こ
と
が
あ
り
ま
し
た
。
好
景
気
を
も
た
ら

し
た
バ
ブ
ル
経
済
は
平
成
3
年
頃
に
崩
壊
、

10
年
で
倍
に
な
っ
た
預
金
利
息
は

下
が
り
続
け
、
賃
金
は
上
が
ら
ず
、

長
期
の
デ
フ
レ
経
済
、
低
成
長
時

代
に
入
り
ま
し
た
。「
土
曜
半
ド
ン
」

も
企
業
等
に
週
休
２
日
制
が
本
格

的
に
導
入
さ
れ
、
遠
い
昔
の
こ
と

に
な
り
ま
し
た
。
当
時
は
こ
こ
ま

で
普
及
す
る
と
は
考
え
ら
れ
て
い

な
か
っ
た
携
帯
電
話
や
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
は
我
々
の
日
常
生
活
を
大

き
く
変
え
、
今
で
は
な
く
て
は
な

ら
な
い
も
の
に
な
り
ま
し
た
。
平

成
７
年
１
月
17
日
早
朝
、
阪
神
淡
路
大
震

災
が
発
生
、
市
街
地
は
炎
に
包
ま
れ
、
高

速
道
路
は
横
倒
し
に
な
り
、
多
く
の
人
が

犠
牲
と
な
る
な
ど
未
曽
有
の
大
災
害
と
な

り
ま
し
た
。
そ
の
後
も
中
越
地
震
や
東
日

本
大
震
災
、
熊
本
地
震
、
北
海
道
胆
振
東

部
地
震
な
ど
の
地
震
、
そ
し
て
新
潟
・
福
島

豪
雨
、
関
東
・
東
北
豪
雨
、
九
州
北
部
豪

雨
、
西
日
本
豪
雨
な
ど
の
水
害
、
土
砂
崩

れ
が
各
地
で
頻
発
し
ま
し
た
。
当
市
は
平

成
16
年
４
月
に
４
か
町
村
が
合
併
し
誕
生

し
ま
し
た
が
、
平
成
は
市
町
村
合
併
が
進

め
ら
れ
た
時
代
で
も
あ
り
ま
し
た
。
県
内
は

１
１
２
市
町
村
が
30
に
、
全
国
は
３
２
０
０

を
超
え
て
い
た
市
町
村
が
１
７
０
０
近
く
に

な
り
ま
し
た
。
学
校
の
週
５
日
制
も
平
成

17
年
か
ら
始
ま
り
、同
時
に
「
ゆ
と
り
教
育
」

が
ス
タ
ー
ト
。
こ
の
「
ゆ
と
り
教
育
」
は
長

く
は
続
か
ず
今
で
は
廃
止
さ
れ
ま

し
た
が
、
子
ど
も
た
ち
の
教
育
制

度
は
幾
度
と
な
く
変
わ
っ
て
き
て

い
ま
す
。
２
０
２
０
年
か
ら
は
小
学

校
で
英
語
教
育
、
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン

グ
教
育
が
正
式
に
導
入
さ
れ
る
た

め
、
多
く
の
自
治
体
で
は
既
に
本

格
導
入
へ
の
移
行
準
備
を
進
め
て

い
ま
す
。グ
ロ
ー
バ
ル
社
会
を
迎
え
、

次
の
時
代
を
担
う
子
ど
も
た
ち
に

は
英
語
と
情
報
技
術
、
論
理
的
思

考
能
力
は
必
須
と
認
識
さ
れ
て
き

た
か
ら
に
ほ
か
な
り
ま
せ
ん
。
言
わ
ず
も
が

な
、
こ
の
時
代
で
最
も
変
化
の
大
き
か
っ
た

の
は
人
口
減
少
、少
子
高
齢
化
で
あ
り
ま
す
。

今
後
、
人
口
減
少
の
ス
ピ
ー
ド
は
加
速
し
、

２
０
４
０
年
頃
に
は
毎
年
１
０
０
万
人
近
く

が
減
少
す
る
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら

も
、
し
っ
か
り
と
先
を
見
据
え
、
時
代
の
変

化
に
対
応
し
た
取
り
組
み
を
進
め
て
ま
い
り

ま
す
。

田 

中 

清 

善

市
役
所
の
玄
関
ホ
ー
ル
が

暗
い
。
ト
イ
レ
の
表
示
も

小
さ
く
て
分
か
り
に
く
い

の
で
改
善
し
て
ほ
し
い
。

玄
関
ホ
ー
ル
は
、
抜
本
的

な
解
決
に
は
至
ら
な
い
も

の
の
、
他
の
部
屋
の
Ｌ
Ｅ

Ｄ
電
球
と
交
換
し
、
光
色
を
電
球
色

か
ら
昼
光
色
に
変
え
、
来
庁
舎
の
皆

さ
ま
か
ら
少
し
で
も
明
る
く
感
じ
て

も
ら
え
る
よ
う
配
慮
し
ま
し
た
。

ト
イ
レ
に
つ
い
て
も
、
入
り
口
付
近
の

表
示
を
大
き
く
し
、
玄
関
ホ
ー
ル
か

ら
南
側
通
用
口
ま
で
の
廊
下
の
照
明

を
日
中
付
け
る
こ
と
で
、
場
所
が
分

か
り
や
す
く
な
る
よ
う
に
し
ま
し
た
。

■
市
長
へ
の
た
よ
り
を
送
る
に
は

◎
は
が
き
で
送
る
場
合

　

次
の
施
設
に
専
用
は
が
き
（
切
手

不
要
）
を
設
置
し
て
い
ま
す
。

○
安
田
地
区
… 

安
田
公
民
館
、
吉
田

東
伍
記
念
博
物
館
、
宝
珠
温
泉
保
養

セ
ン
タ
ー
あ
か
ま
つ
荘

○
京
ヶ
瀬
地
区
…
京
ヶ
瀬
支
所
、
市

立
図
書
館
、
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
京

和
荘

○
水
原
地
区
…
市
役
所
、
水
原
公
民

館
、
水
原
中
学
校
市
民
図
書
室
、
水

原
総
合
体
育
館
、
福
祉
会
館
、
水
原

保
健
セ
ン
タ
ー
、
リ
ズ
ム
・
ハ
ウ
ス

瓢
湖

○
笹
神
地
区
…
笹
神
支
所
、
ふ
れ
あ

い
会
館
、
笹
神
体
育
館
、
五
頭
山
麓

う
ら
ら
の
森 

◎
電
子
メ
ー
ル
で
送
る
場
合

　

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
「
市
長
の
部

屋
」
の
ペ
ー
ジ
に
入
力
フ
ォ
ー
ム
が

あ
り
ま
す
。

■ 

送
付
先
・
問
い
合
わ
せ

　

市
長
政
策
・
市
民
協
働
課 

秘
書

広
報
広
聴
係
（
内
線
２
２
１
２
）

い
た
だ
い
た
意
見
は
市
長
が
必
ず
目
を
通
し
ま
す

「
市
長
へ
の
た
よ
り
」
を
お
寄
せ
く
だ
さ
い

ＱＡ

（上）市役所 1階トイレ表示
（下）市役所 玄関ホール
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● 

高
知
県
に
安
田
町
が
あ
る
と

は
び
っ
く
り
で
す
。
安
田
の

人
た
ち
と
交
流
し
た
い
で
す

ね
！　
　
　
　
（
60
代
・
男
性
）

＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊

● 

リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
し
て
か
ら
、

と
て
も
見
や
す
く
な
っ
た
と

思
い
ま
す
。
じ
っ
く
り
全
部

目
を
通
し
ま
し
た
。　
　
　

　
　
　
　
　
　
（
40
代
・
男
性
）

 

＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊

● 

ご
ず
っ
ち
ょ
を
い
ろ
い
ろ
な
と

こ
ろ
で
見
か
け
ら
れ
る
よ
う
に

な
っ
た
ら
う
れ
し
い
し
、
元
気

が
出
ま
す
。　
（
60
代
・
女
性
）

 

＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊

● 

我
が
家
に
は
ペ
ッ
ト
は
い
ま

せ
ん
が
、
も
う
1
匹
の
家
族

は
か
わ
い
く
て
大
好
き
で
す
。

　
　
　
　
　
　
（
50
代
・
女
性
）

☆ 

取
材
に
行
く
と
、
ペ
ッ
ト
に
対

す
る
愛
情
が
伝
わ
っ
て
き
ま
す
。

か
わ
い
が
ら
れ
て
い
る
ペ
ッ
ト

は
、
目
が
輝
い
て
い
ま
す
ね
。

 

＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊

● 

学
校
用
の
Ａ
Ｐ
ｏ
カ
ー
ド
を

使
っ
て
い
ま
す
。
下
校
時
刻

が
分
か
る
の
で
、
と
て
も
便

利
で
す
。　
　
（
40
代
・
女
性
）

＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊

● 

ご
ず
っ
ち
ょ
グ
ッ
ズ
は
か
わ

い
く
て
種
類
も
豊
富
で
、
全

部
欲
し
い
く
ら
い
で
す
。

　
　
　
　
　
　
　
（
50
代
・
女
性
）

☆ 

ご
ず
っ
ち
ょ
グ
ッ
ズ
は
全
部
で

約
50
種
類
。
市
内
の
観
光
地
等

で
販
売
も
し
て
い
る
の
で
、
ぜ

ひ
探
し
て
み
て
く
だ
さ
い
。

＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊

● 

「
市
長
へ
の
た
よ
り
」
は
、
と

て
も
い
い
制
度
で
す
ね
。
Ｑ

＆
Ａ
を
も
っ
と
掲
載
し
て
ほ

し
い
で
す
。　
（
60
代
・
男
性
）

＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊

● 

私
の
住
む
地
域
で
は
、
堀
越

地
区
の
取
材
も
お
願
い
し
ま

す
。　
　
　
　
（
60
代
・
男
性
）

☆ 

私
の
住
む
地
域
は
、
こ
れ
ま
で

１
７
０
超
の
自
治
会
を
掲
載
。

平
成
30
年
4
月
号
で
は
、
堀
越

地
区
を
取
り
上
げ
て
い
ま
す
。

地
域
の
底
力
を
感
じ
て
い
ま
す
。

　

最
近
で
は
、
メ
ン
バ
ー
お
揃
い

の
さ
緑
色
の
Ｔ
シ
ャ
ツ
を
着
て
清

掃
活
動
を
し
て
い
る
と
、
多
く
の

皆
さ
ん
か
ら
励
ま
し
の
言
葉
を
掛

け
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　
「
さ
み
ど
り
．
ｏ
ｒ
ｇ
」
の
出

発
点
は
「
夢
」
で
す
。
こ
の
地
域

で
、
住
民
が
夢
を
語
り
合
い
、
そ

れ
を
実
現
で
き
る
地
域
に
な
れ
ば

と
日
々
思
っ
て
い
ま
す
。

が
込
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

現
在
は
、
20
〜
60
代

の
幅
広
い
年
代
が
集
ま

り
、
男
女
合
わ
せ
約
30

人
で
活
動
し
て
い
ま
す
。

◎
主
な
活
動
内
容

　

今
年
で
3
回
目
と
な

る
「
納
涼
祭
」
で
は
盆

踊
り
を
復
活
さ
せ
、
子
ど
も
か
ら

お
年
寄
り
ま
で
多
く
の
人
が
参

加
、
大
変
な
盛
り
上
が
り
で
し
た
。

　

他
に
も
道
路
沿
い
の
清
掃
や
分

田
こ
ど
も
園
グ
ラ
ウ
ン
ド
の
草
取

り
、
子
ど
も
の
夏
休
み
イ
ベ
ン
ト

と
し
て
「
ナ
イ
ト
ツ
ア
ー
」
と
「
花

火
大
会
」
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
地
域
の
子
ど
も
た
ち
と

市
内
の
麹
屋
さ
ん
、
当
会
が
共
同

で「
生
甘
酒
ぶ
ん
だ
っ
こ
」を
開
発
。

９
月
に
東
京
築
地
で
、
11
月
に
全

国
う
ま
い
も
の
横
丁
（
新
発
田
市
）

で
、地
域
Ｐ
Ｒ
と「
生
甘
酒
ぶ
ん
だ
っ

こ
」
の
試
飲
販
売
を
行
い
ま
し
た
。

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（http://sam

idori.
org

）
も
開
設
し
、
積
極
的
に
地
域

の
魅
力
を
発
信
し
て
い
ま
す
。

◎
活
動
し
て
い
て
思
う
こ
と

　

当
初
有
志
数
人
で
計
画
し
て
い

た
納
涼
祭
で
す
が
、
分
田
学
区
の

若
者
が
メ
ン
バ
ー
に
加
わ
っ
た
こ

と
で
年
々
規
模
は
拡
大
。
改
め
て

　

今
月
は
、
分
田
小
学
校
の
通
学

区
域
（
以
下
「
分
田
学
区
」）
で
、

持
続
可
能
な
地
域
社
会
を
構
築
す

る
た
め
に
活
動
す
る
「
さ
み
ど
り
．

ｏ
ｒ
ｇ
」
を
紹
介
し
ま
す
。

◎
活
動
の
き
っ
か
け

　

分
田
学
区
で
は
、
少
子
高
齢
化

が
進
み
、
地
域
の
活
力
が
失
わ
れ

つ
つ
あ
る
と
感
じ
て
い
ま
し
た
。

　

歴
史
あ
る
こ
の
地
域
を
次
世
代

に
引
き
継
ぐ
、
そ
の
た
め
に
で
き

る
こ
と
は
何
か
を
考
え
て
実
行
し

よ
う
と
、
平
成
28
年
に
当
会
の
前

身
で
あ
る
「
分
田
地
域
の
夢
を
考

え
る
会
」
を
、
分
田
学
区
の
有
志

一
同
で
結
成
、
平
成
30
年
に
「
さ

み
ど
り
．
ｏ
ｒ
ｇ
」
と
改
名
し
ま

し
た
。「
さ
み
ど
り
」
は
若
葉
や

若
草
の
緑
色
を
意
味
す
る
言
葉
で

す
。
分
田
小
校
歌
の
出
だ
し
の
フ

レ
ー
ズ
「
さ
緑
映
ゆ
る
」
に
も
含

ま
れ
、「
こ
れ
か
ら
若
い
芽
を
育
て
、

地
域
を
再
生
さ
せ
る
」
と
の
思
い

■ 

問
い
合
わ
せ

　

市
長
政
策
・
市
民
協
働
課  

市

民
協
働
係
（
内
線
２
２
１
４
）

市
民
の
力
で
ま
ち
が
輝
く
☆

市
民
の
力
で
ま
ち
が
輝
く
☆

さ
み
ど
り
．
ｏ
ｒ
ｇ

さ
み
ど
り
．
ｏ
ｒ
ｇ

　
　
　
　
　
　
　
　

代
表　

雪　

薫

　
　
　
　
　
　
　
　

代
表　

雪　

薫  

広
が
れ
！

広
が
れ
！  

活
動
の
輪

活
動
の
輪

広
が
れ
！

広
が
れ
！  

活
動
の
輪

活
動
の
輪

　

地
域
へ
の
愛
を
感
じ
る
ね
。

「
生
甘
酒
ぶ
ん
だ
っ
こ
」
を
飲

み
な
が
ら
語
り
合
い
、
夢
に
向

か
っ
て
頑
張
っ
て
ほ

し
い
っ
ち
ょ
！

納涼祭納涼祭
（平成 30 年 7 月）（平成 30 年 7 月）

★ 世界キャラクターさみっとに参加
してきたっちょ！

　日本最大級のキャラクターイベント「世界

キャラクターさみっと in 羽生 2018」に参加
してきたっちょ。2日間で 27 万人のお客さん
が来てくれたよ。

　お客さんと一緒に遊んだり、写真を撮った
りできて楽しかったっちょ！姉妹都市の高知
県安田町から安田朗君も来ていたよ。また会
えてとってもうれしかったっちょ。

ごずっちょのお出掛け情報やごずっちょのお出掛け情報や
近況をお知らせします近況をお知らせします

ごずっちょ通信ごずっちょ通信№79№79
ごずっちょの情報は、Facebook や市ホームページで
も見れるっちょ。
【問い合わせ】
市長政策・市民協働課 市民協働係　☎ 62-2510

ごずっちょ 検索

をを
読み読みつくせ！つくせ！

紙面紙面

さあ、「広報あがの」をすみずみまで読みつくそう！　○に当てはまる文字を答えてください。

問題 1：阿賀野市の消防

団員は合計○○○人

☆応募の方法など☆

　①クイズの答え②広報紙や市政への意見など③
住所④氏名⑤年齢⑥電話番号を記入し、はがきや
電子メール、ＦＡＸで 1月 18日（金）必着で応
募してください。
送付先：〒959-2092　阿賀野市役所　広報あがの行
電子メール：shiminkyodo@city.agano.niigata.jp
ＦＡＸ：62-0281
※ 正解者の中から抽選 10 人にごずっちょグッズ
をプレゼントします。発表は、賞品の発送を
もって代えさせていただきます。

★今月のプレゼント★★プ トト★★ト★

ごずっちょシール＆ごずっちょシール＆

ごずっちょストラップごずっちょストラップ

問題 2：水道管が凍結しや

すい気温はマイナス○度

問題 1：「ＡＰｏ」
問題 2：「2700」

☆ 12月号の正解は次のとおりです。☆
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作 . 齋藤 紀子

　「てっちゃん」は はやくママにあいたくて よていびより 2 かげ
つもはやくうまれたよ。 10 さいのじゅりあおねえちゃんと いっ
しょにあそぶのがだいすき。 とってもやさしい じまんのおねえ
ちゃんなんだー。 おおきくなったら パパのだいすきなきしだん
を いっしょにうたおうね！

【人の動き】 人口 42,585 人（－ 66） 男 20,605 人（－ 35） 女 21,980 人（－ 31） 世帯数 14,420（＋ 1)
平成 30年 12月 1日現在（　）は前月比　・出生 17人・死亡 57人・転入 49人・転出 75人

本田 鉄
て っ

心
し ん

くん（9か月）／保田（パパ良さん・ママ雅代さん）

　わたしの名前は「華
はな

」。
5 歳の柴犬だよ。わたし
のかわいさで、いつもご
主人を癒しているよ。

　最近はこたつがお気に入り。みん
なと一緒にこたつに入って温まるの
が大好きなの！
　これからもっと寒くなるけど、いっ
ぱいお散歩に連れて行ってね！

大野隆さん（千刈町）宅の「華」ちゃん

【材料】（4人分）

ジャガイモ………………2個（200 ｇ）

セロリ……………………………40 ｇ

水 菜 ………………………………40 ｇ

ツナ缶……………………………40 ｇ

ごま油…………………………大さじ 1

塩　………………………小さじ 1／ 4

酢………………………………大さじ 1

わくわくクッキング♪わくわくクッキング♪わくわくクッキング♪わくわくクッキング♪

【作り方】
① ジャガイモは皮をむき、千切りにして水にさ
らす。セロリは筋を取り、千切りにする。水
菜は３cmに切る。
②鍋に湯を沸かし、ジャガイモを約 30 秒くら
　いさっと茹でる。ざるにあげ、水気をよく切
　り冷ます。
③ボウルに①②と汁気を切ったツナ缶を入れ、
　Ａを混ぜて和える。

クックパッド　阿賀野市 検索
じゃが芋のせん切りサラダ（98ｋｃａｌ　塩分0.4ｇ)

シャキシャキとした食感が楽しめる！

A


